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上
代
日
本
一
諸
に
お
り
る
母
音
組
織
と
母
音
交
替
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下
ト
/

八
陛
紀
の
記
紀
寓
葉
を
中
心
と
す
る
上
代
の
文
献
に
お
い
て
、
そ
こ
に
漢
字
を
か
り
て
表
記
せ
ら
れ
た
日
本
語
が
、
そ
の
漢
字
の
使
用
上
の

直
別
な
い
し
群
別
に
よ
っ
て
、

キ
・
ヒ
・
ミ
・
ヶ
・
へ
・
メ
・
コ
・
ソ
・
ト
・
ノ
・
ヨ
・
ロ

(
沿
よ
び
古
事
記
て
は
な
治
モ
に
つ
い
て
も
)

dコ

二
な
い
し
十
三
の
一
音
節
が
ふ
く
む
母
一
音
イ
・
エ
・
ォ
に
、

そ
れ
ぞ
れ
甲
乙
二
類
の
存
在
を
暗
示
す
る
こ
と
を
、
資
長
の
古
事
お
停
に
お
け
る
一
亦

唆
に
よ
っ
て
殺
見
し
、

こ
れ
を
精
査
し
て
、

門
下
の
石
塚
龍
麿
(
一
七
六
円
l

・

4
:づ
)
が
「
偲
字
遺
奥
山
路
」
(
一
七
九
八
以
前
に
成
る
と
停
え
ら
れ
る
)

を
述
作
し
た
こ
と
は
、
現
在
、
一
一
d
語
感
界
圏
諸
問
皐
界
に
お
け
る
著
し
い
事
賞
で
あ
る
。
諸
膝
の
功
績
は
、
時
を
お
い
て
そ
の
後
、
大
五
期
に
橋

木
進
士
口
に
よ
っ
て
脱
税
見
再
考
せ
ら
れ
、

つ
い
で
池
上
納
造

(
「
古
事
記
に
於
げ
る
侭
名
『
毛
・
母
』
に
つ
い
て
」
、
闘
盟
問
閥
文
、
昭
和
じ
年
十
月
抗
」
)
、

有
坂
秀
世

(
「
閥
欝
一
音
頭
史
の
研
究
L

昭
和
十
九
年
刊
、
「
上
代
昔
韻
孜
」
昭
和
:
・
十
年
刊
)
、
ま
た
書
紀
を
中
心
と
す
る
大
野
正
日
(
「
上
代
傾
名
誼
の
研
究
」
、
昭
和
二
十
八
年
)
等
に
よ

る
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
、
問
題
は
，
次
第
に
明
確
化
せ
ら
れ
、
従
来
み
と
め
ら
れ
た

N
N
N
N
Nの
甲
類
五
母
音
の
ほ
か
に
、

-
N
N
N

あ
わ
せ
て
八
種
の
母
一
耳
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
昔
礎
的
な
音
債
の
考
殺
を
加
味
し
て
、
一
首
日
一
般
的
に
、

の
乙
類
三
母
音
が
み
と
め
ら
れ
、

後
背
的

/a/ 

/0/ 

/u/ 

上
代
日
本
認
に
お
け
る
母
普
組
織
と
母
守
交
梓
(
泉
井
)
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五

十

周

年

記

念

論

集

中
舌
的

w
w
w

前
舌
的

N

M

の
三
部
に
分
類
せ
ら
れ
、
そ
の

M
N
Mを
男
性
母
昔
、
仰
を
女
性
母
一
音
、
仰
を
中
性
母
一
音
と
し
て
、

お
よ
び
痕
跡
的
に
朝
鮮
語
に
も
み
と
め
ら
れ
る
ご
と
き
、

九
九

O

ヲ
ラ
U
Y

諸
語
の
大
部
分
、

7

Y
タ
イ
諸

語
の
ほ
と
ん
ど
全
部
、

い
わ
ゆ
る
「
母
音
調
和
」

の
現
象
が
、
上
代
日
本
語
に
み
と

め
ら
れ
る
こ
と
も
、
，
次
第
に
間
明
せ
ら
れ
て
来
た
。
し
か
も
こ
の
母
音
調
和
に
お
い
て
、
男
性
母
一
音
を
ふ
く
む
一
音
節
は
瓦
に
い
わ
わ
る
結
合
理

位
中
に
結
合
し
て
あ
ら
わ
れ
や
す
く
、
女
性
母
一
音
仰
は
男
性
諸
母
一
音
と
は
結
合
か
困
難
で
あ
り
、
こ
と
に
そ
の

N
と
は
原
則
と
し
て
会
く
こ
れ

を
避
け
、
中
性
母
一
音

W
は
男
女
雨
性
の
母
一
音
を
ふ
く
む
一
音
節
と
自
由
に
結
A
口
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
し
て

M

W

Wは
、
直
使
、

母
一
音
調
和
に
開
係
が
な
か
っ
た
と
せ
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

ウ
ラ

Y
諸
語
、

ア
U
F

タ
イ
諸
語
の
大
部
分
に
お
い
て
、

母
音
調
和
の
現
象
そ
の
も
の
が
今
日
も
行
わ
れ
る
こ
と
は
事
寅
で
あ
る
。
し
か
し
そ

の
調
和
の
様
相
は
一
様
で
は
な
い
。

ウ
ラ

Y

お
よ
び
ア

Y

タ
イ
諸
語
の
範
聞
に
ふ
く
ま
れ
る
各
一
言
語
ご
と
に
、
そ
の
様
相
は
さ
ま
ぎ
ま
で
あ
る

こ
と
も
多
く
、
各
言
語
に
お
い
て
も
、

た
と
え
ば
ヲ
ラ

Y
諸
誇
に
属
す
る
オ
ス
ア
ィ
ア
グ
語
の
ご
と
く
、
そ
の
方
言
ご
と
に
大
き
い
差
異
を
示

し

こ
の
差
異
の
う
ち
に
は
、

母
一
耳
目
の
男
女
の
二
性
、
ま
た
は
右
の
ご
と
き
男
女
中
の
三
性
の
母
音
に
よ
る
樹
立
と
調
和
の
基
準
に
よ
っ
て
は

す
で
に
律
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
、
一
音
韻
組
織
を
い
ち
じ
る
し
く
崩
壊
も
し
く
は
推
移
せ
し
め
た
オ
ピ
河
の
支
流
、
'
カ
ズ
イ
ム
河
昨
に
行

わ
れ
る
方
言
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
(
篇
末
註
参
照
)
。

し
か
し
、
た
と
い
痕
跡
的
に
も
せ
よ
、
前
舌
母
一
耳
目
と
後
青
母
音
と
を
針
立
的
に
取
り
扱
お
う
と
す
る
の
は
、

ウ
ラ
uw

諸
語
、

ア
Y
タ
イ
諸
語

の
入
五
鰹
を
遁
じ
て
、

母
音
調
和
と
い
わ
れ
る
現
象
の
第
一
別
で
あ
る
。

か
か
る
母
一
音
調
和
の
現
象
は
、
す
で
に
十
分
な
姿
を
保
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、

八
世
紀
の
日
本
語
に
は
確
寅
に
な
お
痕
跡
を
と

ど
め
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
組
織
は
、

か
な
ら
ず
し
も
、
仰
の
み
を
中
性
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
、
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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• 

ー

本
篇
に
お
い
て
は
、

慣
例
に
し
た
が
い
、

平
仮
名
は
乙
類
の
母
音
を
ふ
く
む
一
音
節
を
一
示
し
、
片
仮
名
は
甲
類
の
そ
れ
と
と
も
に
、
併
せ
て
ま

た
甲
乙
の
直
別
を
示
す
こ
と
の
な
か
っ
た
そ
の
他
の
昔
節
を
あ
ら
わ
す
。

時
一
昔
組
織
の
凶
式

A 

上
代
文
献
に
あ
ら
わ
れ
る
日
本
語
の
ν
J
W
川
町
の
三
母
音
が
、

，/
/

/

/

r

 直
接
た
が
い
に
結
合
し
や
す
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

い
わ
ゆ
る
男
性
母
音
と
し
て
同
種
に
麗
し
、

こ
れ
を
ふ
く
む
一
耳
目
節
が
、

結
人
口

車
位
(
語
根
ま
た
は
語
幹
)

の
中
に
お
い
て
、

、.

a
l
l
o
 

ま
た
は

o
l
a
の
結
合
に
つ
い
て
は
、

ア
ヲ

(
車
円
)
・
ア
ソ

H

ピ

-
ア
ソ

H

パ
シ

(
遊
)
・
カ
モ

(
鴨
)
・
カ
モ

(
助
詞
)
・
ーマ

ヨ

(屑)。

オ

ヤ

(
親
)
・
オ
ヤ

H

ジ

(
同
じ
)
・
ソ

-プ

(
空
)
・
ソ
ナ

H

プ

(具、

古
事
記
)
、

等

な
ど
、

多
数
に
そ
の
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

o
l
u
ま
た
は

u
l
o
の
結
合
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

オ

ク

(
奥
〉
・
オ
グ

H

Y

(
遅
・
詮
)
・
タ
H

コ
ム
-
ブ

(
手
俳
)
・
ヨ

Y

(
夜
)
・
ヲ
ツ
ヅ

(
現
〉
。

~、

ソ

(
裾
)
・
プ
ト

(
太
・
大
)
・
タ
H

ブ
ト

H

V

(
骨
骨
〉
・
ヅ
ド

H

プ

(
集
)
・
ヅ
ノ

(
角
〉
・
ク
モ

(
雲
・
蜘
妹
)
・
グ
ロ

(
黒
〉
、

等

さ
ら
に
、

a
1
l
u
、

u
l
a
に
つ
い
て
は
、

ア

ム

(
蛇
〉
・
ア
ユ

(
鮎
)
・
カ
ム

H

カ
ゼ

(
紳
風
〉
・
ア
ユ

(
明
日
)
・
サ

Y

(
狭
〉
。

ヲ
カ
カ
目
ヒ

(
窺
〉
・
ウ
カ
H

ヅ

(
穿
)
・
ク

P

H

シ

(美)、

等

が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

a 

-

0

・
u
を
通
じ
る
も
の
と
し
て
右
の

「
コ
ム
ラ
」

の
ご
と
き
語
例
も
存
在
す
る
。

(
コ
ム
ラ
は
或
い
は
コ

H

ム

上
代
日
本
語
に
お
け
る
母
雪
組
織
と
母
署
交
替
(
泉
井
)
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ラ
と
分
た
る
べ
き
も
の
か
も
分
ら
な
い
)
。

要
す
る
に
、

a
l
o
l
u
は、

-
Z

日
節
結
合
の
母
音
一
線
(
略
し
て
結
合
線
)
を
な
す
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

こ
の
結
合
線
は
、

一
早
日
韓
準
的
に
、

最
虞
か
つ
中
舌
的
な

a
か
ら
最
狭
か
っ
最
後
舌
的
な
u
に
い
た
る
一
一
線
で
あ
る
。

一
方
、

a
は
ま
た
、

a
l
e
i
-
-
の
結
合
線
を
構
成
す
る
。

た
と
え
ば

a
l
e
お
よ
び

c
l
a
に
つ
い
て
は
、

ア

-t.: 

(
汗
)
・
カ
ケ

(
鶏
)
・
カ
ゼ

(
風
)
・
カ
セ

(
梓
)
・
ア
メ
(
飴
、

傍
名
抄
)
・
サ
、
不
(
核
・
異
質
に
)
。

ニ乙

タ

(
枝
)
・

タ

(遜)、

等

が
あ
り
、

ci--
お
よ
び

i
l
c
に
つ
い
て
は
、

セ
ミ

(
蛸
)
・
メ
ヒ

(
婦
負
、

地
名
)
・
J、、、

キ

〈
人
名
)
・
ネ
リ
ノ

(
練
)
・
セ
ソ

(
せ
片
)
。

イ
オ

(
稲
)
・
イ
へ

〈
家
》
・
ヒ
メ

(
剣
)
・
エ

11 

ヒ

メ

(
伊
漁
ノ
岡
)
・
ヒ
レ

(
肩
布
)
・
ヒ
レ

(
鰭
)
・
ミ
へ

(
地
名
)
、

等

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

al--
お
よ
び

i
l
a
に
関
し
て
は
、

「
ア
キ
L

(
秋
)
・

「
タ
ニ
」

(
谷
〉
・

「
タ
キ
L

r'、

j龍
、‘ーノ

お
よ
び
「
チ
カ
」

/ー¥
〆¥Jにτ

乾?とき
飯:

一寸

力日 チ

鵡カ
伊ラ
比」

の
約
¥ノ

(
カ
)
が
あ
り
、

こ
の
種
の
例
は
き
わ
め
て
多
く
、

b
ラ
エ

t

「
カ
レ
ヒ
」
(
乾
鱒
の
約
、

a 

-
C 

-
i
の
す
べ
て
を
遁
じ
て
ふ
く
む
も
の
と
し
て
、

「
ヵ
レ
ヒ
」

偽
名
、

加
良
衣
比
・
加
穂
比
〉
、

の
同
定
的
合
成
語
、

戎
い
は
こ
れ
も
ま
た
合
成
語

、t品手、易局コ、

ナ
J

.

刀

L

「
司
、
、
ヵ
ネ
」

(
御
金
獄
ま
た
ミ
ミ
ガ
ネ
と
も
せ
ら
れ
る
)
が
み
と
め
ら
れ
る
。
結
合
線

a
l
e
-
-ー
は
、

一
五
日
礎
的
に
、

最
康
か
つ
中
舌
の

母一音

a
か
ら
、

最
狭
か
っ
最
前
舌
的
な
母
一
音
i
に
い
た
る
一
線
で
あ
る
。

頂
結
を
共
遁
に
す
る
二
つ
の
結
合
線

a
l
o
l
u
と

a
l
e
-
-
1
の
そ
れ
ぞ
れ
末
端
、

日
と

i
と
の
聞
に
も
、

ま
た
次
の
よ
う
な
結
介
線
が

成
立
す
る
。

ウ

シ

(
牛
〉
・
ヲ
シ
H

ナ
プ

(
失
〉
・
ウ
シ

(
大
人
〉
・
ウ
シ
日
山
ク

〈
領
治
〉
・
ヲ
チ

(
内
〉
・
ク
キ

(洞、

ク
き
「
仙
」

と
は
一
腹
別
〉
・

グ
、ン

(
櫛
)
・
ク
-
一

(
閥
)
・
ス
ミ

〈
墨
〉
・
イ
又

(
犬
)
・
キ
グ
日
の
リ
イ
け

(
企
玖
乃
池
)
・
キ
ス

(
衣
〉
・
ア
キ
ヅ

(
晴
船
〉
・
ミ
ヅ

(
水
)
・
ヒ
ヅ

(
櫨
)
・

一
プ
守
フ

H

(
に
こ
や
か
に
)
、

等

こ
の
う
ち
「
ク
キ
」
は
、

或
い
は
動
詞
「
ク
ク
」

(
潜
)

の
連
用
形
に
よ
る
名
詞
形
と
し
て
、
除
外
す
べ
き
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。



ー

u 

川
パ
は
中
古
母
昔
、

回
東
山
代
の
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
圃
に
お
い
て
縦
に
は

a
の
下
、
横
に
は

i
l
u
の
線

k
に
来
る
も
り
で

o 

あ
る
。

こ
の
結
合
線
上
に
お
い
て

i
l
y
お
よ
び

HIl--
の
結
合
は
、
そ
の
例
は
少
な
い
け
れ
ど
も
、

.
、
J

、

止
山
川
十

J

a 

e 

キ
ぴ
(
士
口
備
、
園
名
ま
た
は
穀
名
)
、

-
シ
ぴ

(
人
名
)
・
コ
ジ
ぴ

(
人
名
)
・
ヒ
ヂ
き
(
地
名
、

比
治
奇
の
灘
〉
・
シ

き
(
地
名
)
・
き
リ
ノ

(
霧
)
・
き
シ

(
山
一
己
、
等
、

に
固
定
し
た
も
の
か
も
分
ら
な
い
。

こ
の
う
ち
「
き
リ
ノ
」
は
動
詞
「
き

y
L

3

ヂ

(
木
道
、
紀
伊
へ
ゆ
く
遁
)

(
市
内
十
七
巻
、

霞
立
春
日
之
一
務
流
〉

の
活
用
的
侭
生
形
と
し
て
第
二
次
的

を
同
地
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、

「
き
ヂ
」

斗
よ
、

「
き
」
と
「
ヂ
し

の
合
成
語
で
あ
っ
て
、
結
ム
日
曜
枕

で
は
な
い
。
従
っ
て
こ
こ
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
方

u
と
ー
に
つ
い
て
、

U
1
1
の
順
に
お
い
て
は
、

ク
き
(
仙
)
・
ツ
き
(
月
)
・
ツ
き
(
槻
〉

-
ワ
キ
リ
ヅ
き
(
脇
札
)
・
ォ
ク
リ
ツ
き
(
曲
川
城
、

或
い
は
ォ
ク

u
ツ

1
き
「
城
」
か
〉
・
ス
ぎ

〈
柏
)
・
ツ
ツ
き
(
山
城
の
地
名
)
・
ミ
H

ヅ
き
(
御
調
〉
・
ム
き
ハ
様
、
奏
は
ム
ギ
〉
・
ユ
き
(
膏
忌
)
、

が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
「
ツ
き
」
(
槻
)
・
「
ス
ぎ
」
(
楢
〉
・
「
ム
き
」
〈
構
〉

。〉

「
き
」
は
戎
い
は
「
木
」

に
あ
た
り
、
「
ソ
キ
ヅ
き
」

〈
脇
札
)
・

「
ォ
ク
ツ
き
」
(
奥
城
)
江〉

「
ッ
き
」
も
、
む
し
ろ
「
ツ
日
き
」
で
あ
っ
て
、

四
段
動
詞
と
し
て
の

「
ッ
ク
」
(
鰻
〉

の
誠
一
用
形
と
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

「
ツ
ク
〆
」

の
連
用
形
は
、

「
ツ
キ
」
で
あ
っ
て
「
ッ
き
」
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
|
|
殊
に
樹
名
に
聞
し
て

は
ー
ー
き
わ
め
て
早
く
固
定
し
て
、

そ
の
合
成
語
で
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
る
程
度
に
結
合
軍
位
化
し
て
い
た
で
あ
ザ
?
う
と
考
え
ら
れ
る
。

1
l
u
の
順
に
よ
る
結
合
草
位
の
例
は

(
ほ
と
ん
ど
)
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

u
l
l
-
-
コ
原
こ
;
、
て
も
、

o
n
l
y
+
4
し

寸

ぜ
k

そ
の
日
1

は
ほ
と
ん
ど
常
に
苛

節
「
き
」

に
あ
ら
わ
れ
、

「
き
」
が
結
合
軍
位
の
末
尾
に
立
つ
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
「
き
」

が
単
一
音
節
の
倒
立
話
と

し
て
合
成
形
の
末
音
節
に
立
っ
た
か
、

あ
る
い
は
稀
に
活
用
の
一
形
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
か
を
、

一
ボ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
結
合
線

a
l
o
l
u
、

1
1
1
1
u
は
集
っ
て
三
角
形

a
i
u
を
構
成
す
る
。

こ
の
三
角
形
の
領
戒
を
わ
れ
わ
れ
は

上
代
日
本
誌
に
お
け
る
母
音
組
織
と
母
守
交
符
(
泉
井
)

lL 
lL 
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f
l
u
V
I
M
-
4

・

J

，〆
J
J
'
F
山

r

傾
域

A
と
名
づ
け
る
。

A
に
お
い
て
、
結
合
は
、

車
に

a
l
u
、
alla--
、
i
l
u
の
線
上
に
行
わ
れ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
頂
黙
か
ら
、

針
角

線
上
の
中
黙
に
向
う
線
に
つ
い
て
も
ま
た
行
わ
れ
た
。

た
と
え
ば

a
i
y
に
つ
い
て
は
、

サ
き
H

デ

(
さ
き
手
)
・
ナ
ぎ
(
葱
・
水
葱
)
・

一
ぎ
(
萩
)
・
ア
き
(
阿
騎
、

地
名
)
・
サ
き
(
沙
紀
、

地

名
)
・
?
き
(
紋
)
・
ミ
H

マ
き
(
崇
紳
天
皇
〉
・
イ
マ
き
〈
地
名
〉
・

ワ
長
」

H

イ
一
フ
ッ
コ

(
和
紀
郎
子
、

人
名
)

-
カ
ひ

(
甲
斐
、

地
名
)
・
カ

み
(
紳
)
等
が
あ
る
。

る
か
と
思
わ
れ
る
。
書
紀
に
あ
ら
わ
れ
る
「
タ
ひ
」

こ
の
う
ち
、
植
物
名
「
の
ぎ
」
・
「
?
き
」
等
に
つ
い
て
は
「
き
」
〈
木
・
樹
)

は
寓
葉
に
見
え
る
手
火
(
短
〉

と
の
古
い
A
n
成
語
と
見
る
べ
き
も
の
も
あ

(
乗
矩
)

で
あ
っ
て
、

「
タ
」
(
-
ア
・
手
)
と
「
ひ
」
(
火
)

に
分
た
る
べ
き
合
成
語
で
あ
ろ
う

o
u
-
-
a
の
順
に
結
合
す
る
例
に
は
、

わ
ず
か
に
「
み
ナ
」
(
皆
)

が
あ
る
。

1
1
0
に
つ
い
て
は
、

ジ

ロ

(
白
)
・
シ
ノ

(
小
竹
)
・
シ
ホ

(
鞠
)
・
イ
ト
コ

(
親
愛
の
人
)
・
イ
ト

(
総
)
・
イ
モ

(
妹
)

コ

(
業
)

一
ホ

H

ど
リ

(
鳩
〉
・
ヒ
コ

(
彦
)
・
ヒ
モ

(
紐
)
等
が
あ
り
、

O
I
l
-
-

こ
っ
、
f
L
土、

E

l

y

J

司
し

-
l

オ

キ

〈
沖
)
・
オ
シ

(
地
名
)
・
オ
ミ

古
い
人
日
成

誌

聞

か

)

-
ヲ
シ

(
鴛
鷲
)
・
ヲ
ヂ

(
老
翁
)
・
ヲ
チ

(
泣
)

ト

ジ

(
刀
自
)
-
ド
チ

(達、

使
尾
僻
)
-
-e 

チ

(調〉

-
モ
ミ

H

デ
・
モ
ミ

H

ヅ

(
黄
葉
〉
・

ヨ

(
助
詞
)
等
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
ヒ
コ
」

は
「
日
子
」
と
し
て
分
析
せ
ら
る
べ
き
可
能
性
が
あ
り
、

「
Jt

ミ

H

ヂ
」

は
首
内
葉

に
お
い
て
た
だ
二
筒
所
、

古
事
記
に
お
け
る
ご
と
く

「
も
」

に
よ
っ
て
、

「
母
美
知
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る

〈
細
川
索
引
車
詩
篇

一
八

O
)
。
し
か
し
脊
紀
・
寓
葉
に
お
い
て
は
、
す
で
に
毛
・
母
の
匿
別
が
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。

u
l
e
に
闘
し
て
は
、

「
こ
の
H

ウ
レ
」
(
相
)
・
「
グ
エ

H

Y

」
(
蹴
)

-
「
ム
レ
」
(
丘
〉

-
「
ユ
エ

ニ
」
(
故
)
・
「
ス
ヱ
」
(
末
)
・
「
ア
ヰ
」

(
舟
)
・
「
ブ
エ
」
(
笛
)
・
「
ヌ
テ
」
(
鐸
)
・
「
マ
ネ
」
(
常
)
等
が
あ
る
。

グ

レ

(
暗
)
ま
ク

y

(
暮
)

の
名
詞
的
、
仮
生
の
一
形
と
し
て
、

会
慨
を

結
合
同
車
位
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

「
ヌ
-
ア
」

も

リ
戸
」
の

「
ヌ
」

ヵ;

「ナ
H

ユ」

-
「
ナ
H

Y
」

(

鳴

)

-
「
ナ
H

ク
」
(
泣
、

'!烏
¥ーノ

0) 

「
ナ
」
と
交
替
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、

「ヌ

H
-
ア
」
(
嶋
手
、

柄
の
あ
る
鈴
)
と
し
て
、

ま
さ
に
合
成
語
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。



• 

e
l
u
の
順
に
聞
し
て
は
、

「
エ
ツ
リ
」
(
麓
葎
l
木
舞
)
・
「
エ
グ
」
(
植
物
の
名
)
・
つ
み
プ
」

(
合
歓
木
)
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち

「
エ
ヅ
リ
」
は
、
榊
成
的
に
、
「
エ

(
枝
)

H
門
巾
り
」
と
し
て
分
析
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
三
角
形
の
三
遜
上
の
中
黙
は
、

た
が
い
の
問
に
も
結
合
関
係
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば

0
1
1
の
聞
に
は
、
「
コ
ひ
」

(
総
〉
・
「
ヲ
ぎ
」
(
荻
)
が
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
「
コ
ひ
」
は
動
詞
「
コ
ブ
」
に
よ
る
一
形
と
し
て
立
つ
可
能
性
が
強
く
、
「
ヲ
ぎ
」
も
ま
た
乙

類
の
母
音
を
持
つ

「
木
」
と
の
合
成
語
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
よ
も
ぎ
」
(
余
母
疑
、
前
向
葉
で
は
「
よ
モ
ぎ
」
)
も
ま
た
同
様
で
あ
ろ
う
。

o
の
順
の
例
は
乏
し
い
。

一
方
e
と
い
l

相
互
の
問
、

e
と

o
相
互
の
問
に
、
結
合
軍
位
が
構
成
せ
ら
れ
る
場
合
は
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。

(
「
ソ
テ
」
(
袖
)
は
結
合
草
枕
と
し
て
疑
問
の
形
で
あ
り
、

「
ト
ヰ
」
(
川
名
)

は
そ
の
来
由
に
日
本
語
と
し
て
疑
問
が
あ
る
〉
。

こ
れ
に
は
、

あ
と
に
述
べ
る
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

o
l
e
に
開
し
て
「
オ
レ
」
(
爾
〉

の
語
が
あ
っ
て
も
、

こ
れ
は
「
ワ
H

レ
」
ハ
我
)
、

「
夕
日
レ
」
(
誰
)
、
「
こ
日
レ
」
(
是
)
、
「
り
て
H

レ」

(其〉

の
ご
と
き
一
連
の
代
名
詞
に
共
通
の
構
成
要
素
「
レ
」

を
ふ
く
む
も
の
と
し
て
、

語
源
的
に
は
「
守
H

レ
」
と
切
ら
る
べ
き
合
成
形
で
あ
る
。

ま
た
「
セ
ト
」
は
セ
H

ト

「
瀬
・
門
」

で
あ
り
、

「
セ
コ
L

〈
夫
)

は
「
セ
ナ
」

(
宍
〉

の

「
セ
」
を
ふ
く
む
「
セ
リ
コ
し
(
兄
リ
子
)

で
あ
ろ
う
。

以
上
の
事
貰
と
語
例
は
、
げ
て
の
遁
の
人
に
と
っ
て
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
語
例
の
頻
度
か
ら
見
て
、
結
合
線
が
優
越
的
に
鮮
明
な
の
は
、

三
角
形
の
三
つ
の
外
塗
で
あ
る
。
そ
の
語
例
は
上
掲
の
ほ
か
に
も

多
い
。
し
か
し
そ
の
う
ち
、
日
ー
の

i
お
よ
び
u
に
針
す
る
結
合
関
係
に
語
例
よ
り
見
て
不
安
定
な
も
の
が
あ
っ
た
の
は
、
日
1

の
穎
現
が
嘗
時
す

こ
の

N
は
従
来
の

N
を
時
に
仰
と
し
、
大
部
分
の
川
げ
を
す
で

alhI
相
互
の
結
合
開
係
に
も
干
渉
し
て
、
木
ホ

m
a
l
-
桐

で
に

i
と
合
一
し
て
、
新
し
く

νを
構
成
す
る
過
程
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

/
/
 

に
山
川
に
化
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
事
情
は
、

ニ
角
形
の
内
部
に
お
い
て
、

互
の
関
係
で
あ
っ
た
も
の
の
多
く
を
、

al--相
互
の
結
合
関
係
に
移
し
、
そ
の
結
果
、

al--
の
結
A
口
線
が
特
に
鮮
明
に
せ
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

0
!日1
相
互
の
聞
係
に
つ
い
て
も
同
様
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
多
く
が

ol--
の
関
係
に
移
行
し
た
結
果
、
前
者

o
!日1
相

上
代
日
本
誌
に
お
け
る
母
音
組
織
と
母
音
交
替
(
泉
井
)

九
九
五
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六

互
の
関
係
は
右
に
見
た
ご
と
く
、

い
ち
じ
る
し
く
安
定
性
を
快
く
も
の
と
な
っ
て
、

反
針
に

ol--
相
互
の
結
令
関
係
が
、
器
開
例
上
に
う
か
が

わ
れ
る
よ
う
に
、
特
に
強
化
せ
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
o
と

i
の
結
合
は
、
後
部
母
一
音
と
前
部
母
一
音
の
結
合
で
あ
る
。

こ
の
結
合
開
係
が
、

母
韻
調
和
の
原
則
よ
り
見
て
、
本
来
異
例
的
で
あ

る
こ
と
は
、
同
様
の
結
合
を
示
す

o
l
c
、日

1
l
e
の
そ
れ
ぞ
れ
相
互
の
結
合
が
、
結
合
同
車
位
的
に
確
賓
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
の
、
き
わ
め
て

少
い
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
角
形

A
の
領
域
は
、
本
来
、
主
と
し
て
中
・
後
舌
母
音
の
領
域
で
あ
っ
た
。

し
か
も
こ
の
領
域
に
お
い
て
、
前
部
母
一
音

e
・
・
ー
を
ふ
く
む
結
合
線
の
あ
る
も
の
が
、
優
越
的
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
、

A
の
性
質

に
針
す
る
新
し
い
改
襲
、
新
し
い
結
合
関
係
の
導
入
が
あ
っ
た
結
果
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

B 

残
る
母
一
Z
R
H
O

と
ど
に
つ
い
て
は
、
結
合
同
阜
位
的
に
、
右
の

o
お
よ
び
H
I

に
針
す
る

e
の
ご
と
き
、
稀
少
開
係
が
み
と
め
ら
れ
る
。

。
は
原
則
的
に
、

A
の
領
域
に
お
け
る
後
部
母
昔
日
1

に
封
す
る
車
位
的
な
結
合
開
係
が
な
い
。

「
こ
き
ダ
」
(
幾
許
〉
・
「
こ
き
シ
」
(
幾
許
〉

に
封
し
て
、

「
こ
キ
タ
ク
」

「
こ
キ
パ
ク
」
、

「
こ
こ
ダ
ク
」

「
こ
こ
パ
」
(
幾
許
〉
が
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
そ
の

「
こ
」
と
「
き
」

Uコ
問

に
、
結
合
関
係
に
お
け
る
中
断
が
あ
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

h
o
と
u
・
o
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
同
様
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
三
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
結
令
聞
係
的
な
様
相
を
一
不
す
も
の
に
は
、

と

プ
サ
」

(
錆
?

樹
梢
〉
、
「
ォ
よ
ヅ
レ
」
〈
妖
一
吉
ロ
)
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
二
詩
と
も
、
リ
て
の
構
成
の
様
式
が
い
ま
だ
明
瞭
で
は
な
い
。

一
設
に
よ
っ
て

N
は
結
合
関
係
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
ウ
シ
ろ
」
(
後
)
・
「
ム
シ
ろ
」
(
席
)
・
「
ク
シ
ろ
」
(
釧
)
も

ま
た
、

u
と日
O

と
の
結
合
と
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
こ
れ
ら
は
戎
い
は
「
シ
ろ
し

(代、

「
之
呂
」
)
と
の
合
成
で
あ
り
、
戎
い

は
そ
の
「
ろ
」
は
、
「
ォ
ギ

u
ろ
」
(
蹟
)
・
「
と
こ
H

ろ
」
(
所
〉
・
「
も
こ

n
ろ
」

(如、

古
事
記
金
津
本
「
母
許
呂
」
)
に
あ
ら
わ
れ
る
古
い
桜



尾
鮮
で
あ
り
〈
オ
グ
「
奥
」
・
と
こ
「
床
」
・
モ
コ

「
如
」
)
、

一
般
に
右
に
あ
ら
わ
れ
る
つ
ろ
」
は
取
り
は
ず
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
も
考
え
ら
れ
る
。
「
ヲ
そ
」
(
雌
)
に
劃
す
る
「
ヲ
そ
H

ろ
」
〈
嘘
)
の

「
ろ
」
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
「
モ
コ
」

(
針
者
、
銀
、

一
緒
〉
は
右
の

「
も
こ
H

」
と
後
述
す
る
ご
と
き
交
替
関
係
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

「
シ
こ
H

め
ク
」
(
醜
め
く
〉

CT) 

「
め
グ
」
、

す
な
わ
ち
後
世
に
つ
メ

グ
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
も
交
替
形
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
り
と

o
の
関
係
も
少
φ
複
雑
で
あ
る
。

一
般
に
る
は
、
間
層
的
母
音
と
の
結
合
開
係
に
お
い
て
、
同
じ
乙
類
の
H
O

と
結
令
す
る
こ
と
が

も
っ
と
も
多
い
。

こ
ぞ
(
去
年
)
・
こ
と
(
事
・
一
言
)
・
こ
と
(
如
)
・
こ
と
(
琴
)
・
こ
も
(
菰
)
・
こ
ろ
(
頃
)
・
こ
ろ
も
(
衣
)
・
と
の
(
殿
〉
・
と
も
ハ
鰍
〉
・

と
よ

(
豊
〉
・
も
の

(
物
、
古
事
記
〉
・
よ
そ
(
外
〉
・
こ
こ
ろ
〈
心
〉
・
と
こ
ろ
(
所
〉
・
も
と
ハ
本
〉
等
、

の
例
を
多
数
に
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
劃
し
て
、

一
見
、

U
が
甲
類
の
オ
列
一
音

o
と
結
合
す
る
か
の
ご
と
く
に
思
れ
る
も
の
に
も
、

オ
と
(
一
音
)
・

オ
こ
H

ユ
(
起
)
・
オ
り
て
(
鈍
)
・

こ
ホ

H

Y

(
凍
〉
・
そ
ホ
H

チ

(
泊
〉
・
そ
ホ
リ

(
山
名
)
・
と
ホ

〈山市一)・

の
ポ

H

Y

(
登
)
・
ホ
こ

n

y

(
誇
)
・
ホ
ろ
ポ
H

4

A

(
亡
)
・
ホ
と
と
H

ギ
ユ

(
時
鳥
)
、

な
ど
そ
の
歎
は
多
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、

乙
類
の
、

こ
・
そ
・
と
・
の
・
よ
・
ろ
・

(
治
よ
び
古
事
記
て
は
「
も
」
)

•. 

の
各
一
音
節
以
外
の

一
音
節
と
の
結
合
で
あ
る
。

す
で
に
母
音
調
和
の
現
象
が
痕
跡
的
に
も
せ
よ
、

み
と
め
ら
れ
る
以
上
、
起
源
的
に
、

の
墨
田
節
に
お
い
て
も
、
そ
の
以
前
の
時
期
に
甲
乙
二
類
の
匝
別
が

「
以
外
」

の
一
羽
田
節
を
乙
類
か

ら
除
外
す
べ
き
理
由
は
、
原
則
的
に
、
存
在
し
な
い
。
も
し
こ
の

「
以
外
」

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
従
っ
て
更
に
、

右
に
あ
げ
た
「
ォ
と
」
以
下
の
例
語
に
お
い
て
、
そ
こ
に
立
つ
母
音
の
乙
類
が
本
来
的
な
も
の
で
あ
っ
た

と
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
に
お
け
る
一
見
甲
類
の
ご
と
く
に
考
え
ら
れ
る
オ
列
の
母
音
は
、
す
べ
て
、

乙
類
の
も
の
と
し
て
、
そ
の
以
前
は
、

た
と

え
ば

「
ォ
と
」
は
、
¥
止
忌
¥
と
し
て
考
え
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
を
も
し
疋
し
い
と
す
れ
ば
、
い
り
は
後
部
母
一
訪
日

上
代
日
本
語
に
お
け
る
母
管
組
織
と
母
普
交
替
(
泉
井
)

九
九
七

l

i

l

i

-

-

'
i
l
-
-
!
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'
b
'
L
I、

」，ノ，，ノ，
J

。
と
結
合
関
係
に
立
つ
こ
と
は
、

原
則
と
し
て
、
本
来
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
こ
の
H
O

は、

領
域

A
を
か
こ
む
一
濯
、

a
l
e
-
-
1
の
結
合
線
上
の
各
黙
に
劃
し
て
は
関
係
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

。
と

a
に
つ
い
て
は
、

権
賞
な
も
の
に
、

「
ァ
そ
」
(
親
稀
)
・

「
ヵ
そ
」
(
父
〉

-
「
マ
ろ
」
(
閥
〉
・
「
と
ガ
」

(
答
)

-
「
と
一
」
(
、
水
久
)
・

「
ァ
ど
も
ブ
」
(
卒
〉
・
「
そ
バ
」

「
盟
干
の
名
凝
飽
く
ま
で
に
」
、

(
楓
械
)
・
「
タ
の
H

ム
」
(
頼
〉
・
「
マ
そ
」
(
全
)
・
「
こ
ヤ
H

Y

」
(
臥
〉
、

ナ
ご
リ

「
難
波
潟
盟
干
の
奈
凝
よ
く
見
て
む
」
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
を
そ
の
原
義
と
す
れ
ば
、

が
あ
る
。
「
ナ
ご
リ
ノ
」
(
名
残
)

は
寓

葉
巻
四
、

巻
六
、

大
一
ブ
一
口
海
が
説
く
よ
う
に
、

こ
れ
を
「
波
誠
司
り
」
と
し
て
解
す
る
こ
と
も
、

他
に
例
は
な
い
に
せ
よ
、

或
い
は
可
能
か
も
知
れ
な
い
の

し
か
し
本

来

こ
れ
は
、

「
の
こ
リ
」

(
残
り
〉

に
針
す
る
交
替
形
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

一
般
に
uo
の
a
と
の
結
合
の
場
介
は
少
な
い
。

。
と

e
の
結
A
口
を
一
ボ
す
草
位
の
例
も
、

比
較
的
少
な
い
。

し
か
し
「
こ
ヱ
」
(
韓
)
・
「
ネ
も
こ
ろ
-
こ

(
慰
惣
)

-
「
ヲ
H

そ
ネ
」

〈
小
柄
)
・

「
イ
ヅ
H

と
セ
」
(
五
年
)
・
ジ
ケ
こ
H

シ

(
醜
)
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
地
名
、
?
」
セ
」
も
、

む
し
ろ
こ
の
よ
う
に
乙
類
の

「
v

」」

に
よ
っ
て
あ

ら
わ
れ
る
の
が
普
通
と
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
「
是
」

の

「
こ
レ
」

は
「
こ
H

レ」

で
あ
り
、

「
其
」

も
「
そ
H

レ」

で
あ
る
。

。
は
i
と
結
合
す
る
こ
と
が
も
っ
と
も
多
い
。

イ
ヤ
チ
こ

(
灼
然
〉
・
イ
ご
の
H

プ

(
罵
)
・
イ
キ
ど
ホ

H

Y

(憤〉

-
シ
ャ
」

(
醜
)

-
キ
そ
(
昨
夜
〉

-
ヒ
こ
H

ヅ

Y

(
引
づ
る
)
-
ヒ
ル
」

(
人
)
・
ヒ
と

(
寓
豆
)
・
イ
の
チ

(
命
〉
・
シ
こ
リ
ノ

(
頻
〉
・
シ
と
と

(
忍
鳥
)
キ
こ
H

ユ
-
キ
こ
日
ユ

(
聞
)

-
ミ
ど
リ

(
緑
)
・
イ
ろ

(
色
)
・
ナ
の

H

シ
ろ

(
代
〉
・
こ
シ

(
腰
)
・
こ
シ
キ

(
慨
)
・
と
リ

(
鳥
〉
・
と
キ

(
時
)
・
と
キ
H

/、

〈
常
盤
〉
・
と
シ

(
年
〉
・
よ
ヒ

(
宵
)
・
よ
ミ

(
黄
泉
、

字
鏡
・
「
輿
禰
還
」
)

こ
の
う
ち
、

「
イ
ご
の
ブ
」

の
構
成
と
意
義
に
つ
い
て
は
な
お
疑
問
が
あ
り
、

「
イ
の
チ
」

は
助
詞
「
の
」
を
ふ
く
む
人
円
成
語
で
あ
っ
た
か
も

分
ら
な
い
。

「
よ
ミ
」

の
讃
み
方
は
、

俄
に
字
鏡
よ
り
借
り
て
来
た
。

上
代
の
古
典
に
お
い
て
は
一
般
に

「
よ
も
H

ヅ」

の
形
の
み
が
あ
ら
わ

れ

「
よ
ミ
」

は
た
だ
「
黄
泉
」
と
意
課
し
て
書
寓
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。



以
上
、
h
o
の
結
合
関
係
を
見
れ
ば
、

1 

領
域

A
に
お
け
る
後
母
音

N
-
N
-
Nと
は
起
源
的
に
、
原
則
と
し
て
、
結
合
し
な
い
。

2 

し
か
し

A
の
一
法
、

a
l
e
の
そ
れ
ぞ
れ
と
は
少
数
わ
例
に
お
い
て
、
・
ー
と
は
多
く
の
例
に
お
い
て
、
結
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

，、。

そ
し
て
さ
き
に
見
た
ご
と
く
、

A
は
原
則
と
し
て
、
後
母
音
の
非
口
蓋
品
目
的
な
領
域
で
あ
る
。

4 

し
か
も
る
の
一
音
債
は
口
蓋
的
困
層
一
音
で
あ
る
。
周
唐
性
の
な
い

a
l
e
-
-
1
の
線
上
に
京
都
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

従
っ
て
、
h
o
は
、

O 

U 

a 

e O 

と
思
わ
れ
る
。

a
l
e
-
-
1
の
結
合
線
の
か
た
わ
ら
に
お
い
て
、
三
角
形

A
の
外
側
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
ま
と
め
て
上
の
ご
と
く
圃
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

日O
は

a
l
e
-
-
1線
上
の
各
黙
と
結
合
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
そ
の
中
舌
的
な

aと
の
結
合
の
例
敢
に
は
、
限

定
性
が
強
い
。

e
と
の
結
合
の
場
合
の
少
な
い
こ
と
が
、
何
の
原
因
に
よ
る
か
は
分
ら
な
い
。
し
か
し

i
と
の
結
令
は
墜

富
で
あ
っ
て
、
上
代
文
澄
の
範
囲
が
な
お
庚
範
で
あ
り
得
た
な
ら
ば
、
そ
の
結
合
の
例
は
更
に
増
加
せ
し
め
る
こ
と
の
可

能
性
を
思
わ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
日
O

は
、
従
っ
て
、

i
の
一
音
色
を
多
分
に
ふ
く
む
口
蓋
的
な
一
音
債
を
帯
び
て
い
た
も
の

更
に
い
ま
ひ
と
つ
の
刈
は
、

不
安
定
な
と
こ
ろ
を
も
っ
一
音
韻
で
あ
る
。
「
ナ
ガ
H

イ
キ
」
(
長
息
)
が
「
ナ
げ
キ
」
(
嘆
)
と
な
り
、
「
タ
カ
イ

チ
」
(
高
市
、
地
名
)
が
「
タ
け
チ
」
と
な
る
よ
う
に
、
こ
の
母
音
に
は
仰
の
熔
会
か
ら
来
た
魔
い
誌
に
類
す
る
一
音
慣
も
ふ
く
ん
で
い
た
か
と

思
わ
れ
る
o

ま
た
カ
行
下
二
段
動
詞
の
連
用
形
は
、
そ
の
成
立
の
経
過
か
ら
見
て
、
語
幹
末
尾
の
山
川
に
、

-Nが
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

た
と
え
ば
「
向
く
」
・
「
佐
ク
」
に
劃
す
る
「
ム
け
」
・
「
マ
け
」
の
ご
と
く
に
、

る
。
そ
し
て
上
代
の
文
献
に
あ
ら
わ
れ
る
そ
の
形
は
、

じ
に
よ
る

「
け
」

乙
類
の

で
あ
る
。

こ
の

「
ム
け
」
・
「
マ
け
」

要
す
る
に
仰
は
、

は
ま
た
そ
の
ま
ま
名
詞
形
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。

ー
の
音
色
を
ふ

く
む
口
蓋
一
耳
目
的
な
性
質
を
一
不
す
も
の
で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。

上
代
日
本
照
に
お
け
る
母
守
組
織
と
母
守
交
替
(
泉
井
)

九
九
九
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一0
0
0

こ
の
性
質
を
も
っ
仰
も
ま
た
、
領
域

A
に
お
け
る
後
部
母
音
u
-
0

・
Y
に
劃
し
て
直
接
的
な
結
合
関
係
を
示
す
こ
と
が
き
わ
め
て
少
い
。

の
連
用
形
に
よ
る
名
詞
的
波
生
形
(
「
受
器
」
)

で
あ
っ
た
可
能
性
が
つ
よ
く
(
し
か
し
大
言
海
は
特
徴
的
な
そ
の
分
析
の
方
法
に
よ
っ
て
こ
れ
を
「
大
H

笥
」
と
す
る
)
、

「
ヲ
け
」
(
槽
〉
は
濁
立
の
名
詞
で
あ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
動
詞
「
ヲ
ク
」
(
受
・
承
、

下
二
)

そ
し
て

「
ヲ
け
H

プ
」
・
「
ウ
け
H

ヒ
」
(
祈
誓
)
・
は
そ
の
動
詞
的
慣
張
子
公
仰
を

5
5己

「
け
ヅ
」
が
紀
の
傍
明
に
「
無
蒐
の
ワ
ク
コ
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。

(
ま
た
は
接
尾
僻
〉
「
H

ブ
」
に
よ
る
第
二
次
的
探
生
に
よ
る
形
で
あ

ろ
う
。
た
だ
地
名
と
し
て
の

「
ヅ
」
は
或
い
は
「
津
」

会
鰹
は
輩
綴
の
二
語
に
よ
る
合
成
語
で
あ
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
o

「
ク
る
」
(
上
〉
は
一
設
に
よ
れ
ば
「
わ
H

遜
」
と
分
析
的
に
解
縛
せ
ら

こ
の

で
あ
っ
て
、

れ
る
。

こ
の
語
の
成
立
と
構
成
に
は
な
お
疑
問
が
あ
る
。

「
ク
め
」

(
梅
)
は
、
本
来
の
日
本
語
詞
で
は
な
か
っ
た
か
も
分
ら
な
い
。

要
す
る
に
、
ど
が
、

や
や
困
難
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

u
-
0

・
1
と
直
接
に
交
渉
を
も
つ
こ
と
は
、
原
則
的
に
き
わ
め
て
乏
し
い
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
事
情

He
が

o
お
よ
び
日
1

と
結
合
関
係
を
も
っ
例
を
見
出
す
こ
と
に
は
、

は
る
の
場
合
と
同
似
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
ど
が

a
と
結
合
単
位
を
構
成
す
る
例
は
相
嘗
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ヤ
け
(
宅
)
・
ミ
ル
ヤ
け
(
屯
倉
)
・
ナ
る
(
瓶
)
・
タ
司
令
(
梓
)
・
タ
け
(
竹
)
・
タ
け
(
岳
)
・
す
け
(
酒
〉
・
す
す
げ
(
萱
角
)
・
サ
H

パ

る
(
五
月
蝿
〉

-
カ
め
(
借
地
)

-
カ
げ
〈
蔭
・
光
〉
・
ヒ
H

カ
げ
(
薙
)
・
ア
め

(
天
)
・
ア
め

(
雨
)
・
マ
め
(
一
守
一
)
・
サ
ゐ
』
(
助
詞
)
・
ナ

る
(
苗
)
・
け
タ

(
桁
、
字
類
抄
)
。

こ
の
う
ち
願
〈
な
べ
〉
を
意
味
す
る
つ
ナ
る
」
は
「
ナ
」
(
食
品
)
と
「
る
」
(
金
、
す
な
わ
ち
、

イ
ヅ
司
会
「
巌
全
」
、

グ
カ
み
』
「
探
湯
全
」

の
金
〉
と
の
古
い
A
n
成
語
で
あ
り
、
「
サ
け
」
も
一
方
に
「
サ
み
」
(
さ
身
)

が
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
接
頭
僻
「
サ
」
と
の
古
い
合
成
語
か
と
も

考
え
ら
れ
、
そ
の

「
け
」
は
「
ミ
H

キ
」
「
キ
」
と
後
述
す
る
交
替
開
係
に
お
け
る
母
一
音
で
あ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。

ケ

「
カ
げ
」
(
光
〉
も
、
「
わ
た
る
日
の
詑
に
き
は
ひ
て
」
(
高
季
一
一
十
)
に
お
け
る
意
義
に
聞
し
て
は
、
「
天
照
る
や
日
之
異
に
干
し
」
(
巻
十
六
〉

(
御
酒
)
。〉

同
様
に
、

-
B
l
e
d
-

・41
4
一

s
n
1
d
h
t・
-
一

EEl-



の

「
ヒ
の
ケ
」
(
日
の
光
)
と
異
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
の
「
ケ
」
が
「
カ
げ
」
の

「

H

げ
」

〈
ま
た
は
「
け
」
〉

と
交
替
聞
係
に
立
つ
草
綴
の

濁
立
詩
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
カ
げ
」
も
「
カ
」
(
「
と
ヲ
H

カ
」
、
す
な
わ
ち
「
十
日
」
の

「
カ
」
)
と
「
け
」
に
よ
る
古
い
合
成
語
で
あ
り
、

車
一
の
結
合
同
阜
位
と
は
み
と
め
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

ιれ
ら
は
蛍
時
に
お
い
て
も
す
で
に
熟
成
し
た
合
成
語
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
成
度

の
か
た
さ
は
結
合
軍
位
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。

こ
れ
に
針
し
て
、
む
が
i
と
結
合
す
る
場
A
口は、

a
と
の
場
合
ほ
ど
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

イ
け
〈
池
)
・
イ
め

〈
夢
)
・
一
一
る
〈
萄
宜
・
賛
)

0

ど
と
i
の
結
合
軍
位
を
例
示
す
る
誇
例
が
少
な
い
の
は
、
資
料
の
範
閣
が
せ
ま
く
限
ら
れ
て
い
る
た
め
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
ま
た
こ
り
c
が
、

そ
の
結
合
軍
位
の
大
部
分
に
お
い
て
、
す
で
に
早
く

e
と
A
こ
、
あ
る
い
は

e
に
吸
牧
せ
ら
れ
て
い
た
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
ど
と

c

と
の
結
合
す
る
草
位
形
式
を
見
出
す
こ
と
も
む
ず
か
し
い
。

ど
が
H
O

と
結
合
す
る
例
に
は
、
書
紀
に
「
こ
め
」
(
米
〉
が
あ
る
。
「
苔
・
薙
」
を
意
味
す
る
語
は
ま
た
一
一
般
に
「
木
H

毛
」
で
あ
っ
た
と
せ

ら
れ
る
。
偽
名
抄
も
ま
た
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
が
、
そ
の
讃
み
方
と
し
て
示
す
の
は
「
肯
介
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
コ
け
」
と
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

「
コ
け
」
を
も
っ
て
、

八
世
紀
に
お
け
る
五
し
い
形
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
ど
の
o
に
針
す
る
結
A
口
の
一
つ
の
例
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ど
が
h
O

と
結
合
す
る
例
の
乏
し
い
の
は
、

や
は
り
、

uc
が
早
く

e
に
吸
牧
せ
ら
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、

全
般
的
に
ど
が
、
一
音
韻
組
織
に
占
め
る
位
置
を
、
次
の
ご
と
く
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

1 

日

c
は
領
域

A
の
非
口
蓋
的
後
部
母
一
音
0

・
u
-
Y
と
、
確
賞
な
車
位
に
お
い
て
、
結
令
す
る
こ
と
が
少
な
い
。

2 

c
は
a
・
i
の
そ
れ
ぞ
れ
と
結
合
が
あ
る
。

3 

し
か
し
領
域

A
の
内
部
は
原
則
と
し
て
後
母
一
音
の
非
口
蓋
的
領
域
で
あ
る
。

4 

ど
の
す
べ
て
が
・
出
か
ら
来
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
・
副
か
ら
来
た
も
の
を
も
ふ
く
む
こ
と
は
、

H
C

が
ほ
と
ん
ど
誌
と
し
て
、

e 

上
代
日
本
語
に
お
け
る
母
菅
組
織
と
母
音
交
替
(
泉
井
)

一0
0
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し
ヵ、
し
C 

は

a
・
c
・
-
ー
と
同
様
に
非
開
廃
的
で
あ
る
。

従
っ
て
い
じ
は
、

よ
り
康
い
口
荒
的
母
一
音
で
あ
っ
た
こ
と
を
一
ボ
す
と
思
わ
れ
る
。

aと
i
と
の
中
間
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
領
域

A
に
針
し
て
、
線

al--
と
期
日
り
と

t
a
4

、

a
l
l
e
-
-
i
新
止

al--
の
線
は

A

・
B
雨
域
に
共
一
砲
で
あ
る
。

al--
の
線
を
は
な
れ
る
に
比
例

B
は、

を
ふ
く
む
領
域
を

B
と
な
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

A 

1 u 

O 

a 

C 

e O 

B 

し
て
困
層
・
口
蓋
的
な
性
質
を
ま
す
領
域
で
あ
る
。

結
合
開
係
的
に
、

a
お
よ
び
i
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
爾
余
の
あ
ら
ゆ
る
母
音
と
車
位
的
に
結
令
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
八
世
紀
の
日
本
語
に
お
い
て
、
結
合
開
係
的
に
い
わ
ゆ
る
母
音
調
和
を
み
と
め
る
な
ら
ば
、

a
も
ま
た

i
と

な
ら
ん
で
、

い
わ
ゆ
る
中
性
的
な
母
一
音
で
あ
っ
た
。
限
ら
れ
た
文
献
か
ら
児
出
さ
れ
あ
り
て
の
語
例
の
紹
動
教
は
・
少

な
い
け
れ
ど
も
、
本
来
前
母
音
的
な
…
c
・
c
も
ま
た
、
中
性
化
し
、

A

-

H
一
桐
域
に
針
し
て
、
向
車
牧
的
な
結
ム
円
閥

係
を
左
右
ほ
と
ん
ど
平
均
的
に
持
つ

(
あ
る
い
は
持
た
な
い
〉
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

a
・
i
を
上
下
の
頂
黙
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
左
右
の
領
域
の
各
黙
と
結
合
せ
し
め
つ
つ
、

し
か
も

a
の

こ
の
母
音
組
織
は
や
や
特
異
で
あ
る
。

結
合
線
は

a
l
o
l
u
に
お
い
て
も
っ
と
も
強
く
、

i
の
そ
れ
は
H
O

に
む
か
つ
て
も
っ
と
も
強
く
あ
ら
わ
れ
る
。

と
も
に
か
つ
て
鮮
明
に
は
た

ら
い
て
い
た
母
音
調
和
の
流
れ
の
名
残
り
を
一
不
す
現
象
で
あ
っ
て
、
調
一
音
的
に
中
音
的
な

a
は
、
結
合
的
に
は
後
部
母
音
(
男
性
母
背
〉
と
し
て

は
た
ら
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
、

i
は
、
前
部
母
音
と
し
て
、
本
来
、

い
わ
ゆ
る
女
性
的
な
結
合
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
治、

も
、
・
ー
が
そ
の
他
の
場
合
に
お
い
て
、

と
で
あ
っ
て
、

a
と
結
ぶ
こ
と
が
、
・
ー
の
他
の
結
合
に
比
し
て
多
い
の
は
、

a
が
中
性
的
な
性
質
を
帯
び
て
か
ら
の
こ

こ
の
結
合
関
係
の
増
加
は
、
も
っ
と
も
頴
著
に

a
の
中
性
化
を
も
の
が
た
る
現
象
で
あ
る
つ

か
か
る
二
つ
の
中
性
母
音
が
、
同

時
に
一
方
に
お
い
て
、
結
合
開
係
の
流
れ
に
お
け
る
右
の
よ
う
な
片
よ
り
の
現
象
を
示
す
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、

更
に
鮮
明
、

同川コ、

J

ι

J

 

文
献
以
前
に
曾
て
存
在
し
た

一
貫
的
な
母
音
調
和
の
組
織
と
活
動
と
の
名
残
り
を
こ
こ
に
と
ど
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

a
o
h
r
全
也
、
・
1
0
h
r
生
也
、

C

i

l

i

c

i

-

-

こ
の
二
重
の
原
理
に
よ
っ
て
調
和
の
組
織
は
不
徹
底
に
な
っ
て
来
た
。

の
み
な
ら
ず
八
世
紀
ま
で
に
、

母
一
音
調
和
の
現
象
そ
の
も
の
も
、
そ
の



乍

産
出
的
な
活
動
カ
を
失
い
、

た
だ
結
合
草
位
の
一
部
の
も
の
に
お
い
て
、
新
し
い
傾
向
(
無
調
和
へ
の
〉
に
よ
っ
て
次
第
に
京
曲
、
整
理
あ
る
い

は
淀
却
せ
ら
れ
つ
つ
、
痕
跡
的
に
の
こ
さ
れ
て
来
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

編
纂
の
上
で
は
古
事
記
よ
り
八
年
ば
か
り
遅
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
書
紀
に
「
モ
」
と
「
も
」
の
直
別
が
失
わ
れ
て
、
「
も
の
」

は
「
モ
の
」
、

「
と
も
」

〈
作
)
は
「
と
モ
」
と
な
っ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
甲
乙
の
匝
別
の
喪
失
は
香
寓
の
上
で
も
念
激
に
「
モ
」
の
上
に
及
ん
で
来
た
こ

と
が
わ
か
る
。

「
モ
」
の
甲
乙
を
匝
別
し
な
い
こ
と
は
、

こ
こ
に
新
し
い
型
の
、

お
そ
ら
く
は
蛍
時
に
お
け
る
清
新
な

「
新
」

仮
名
遣
い
に
お

け
る
新
し
い
現
象
の
一
つ
と
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
他
の
場
合
の
甲
乙
の
匝
別
も
、
少
く
と
も
そ
の
一
部
は
、
同
車
に
ま
同
篤
の
上
に

お
け
る
一
種
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
し
て
、

文
語
意
識
に
お
け
る
記
憶
的
な
現
象
に
な
っ
て
い
た
と
、
考
え
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
従
つ

て
そ
れ
は
固
定
的
で
あ
っ
た
。
甲
乙
の
匝
別
が
い
わ
ゆ
る
結
合
同
早
位
中
に
の
み
保
存
維
持
せ
ら
れ
て
、
活
用
す
る
部
分
と
後
縮
刷
す
る
小
僻
(
助

詞
)
に
原
則
と
し
て
、
及
ぶ
こ
と
が
な
か
っ
た
の
も
、

こ
の
た
め
で
あ
っ
た
。
甲
乙
の
匝
別
を
も
な
い

J

音
節
、

た
と
え
ば
ア
行
・
の
行
・
ワ
行

の
そ
れ
ぞ
れ
オ
列
の
一
音
節
は
、
般
名
遣
い
に
同
定
す
る
以
前
、
五
日
韓
的
に
も
す
で
に
こ
の
匝
別
を
失
い
、
結
合
草
枕
に
お
い
て
も
、
匝
別
は
一
甘

部
論
的
に
さ
え
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

川
一
首
組
織
の
な
味

1 

そ
の
岡
式
と
結
合
開
係

す
で
に
ひ
ず
み
が
加
え
ら
れ
、
そ
こ
に
行
な
は
れ
る
も
と
の
、

よ
り
巌
章
一
な
、
調
和
の
方
式
は
大
き
く
ゆ
る
め
ら
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
な

お
蛍
時
の
一
一
.
一
口
話
に
お
け
る
結
合
軍
位
の
構
成
は
、

さ
き
の
闇
式
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
組
織
は
ゆ
る
や
か
で
あ
る
。
嗣
に
よ
っ
て

明
ら
か
な
よ
う
に
、

礼

B
I
l
-
-

の
共
通
線
を
中
間
に
さ
し
は
さ
ん
で
、

A
-
B
の
領
域
が
明
瞭
に
針
立
す
る
こ
と
を
一
不
す
の
は
、

A
の
0

・
u

・

H
I
L」
、

こ
れ
に
封
立
す
る

B
の
H
O

に
す
ぎ
な
い
。

つ
ま
り
0

・
u

・
1
に
針
し
て
H
O

が
針
立
し
て
、

た
が
い
に
同
一
結
合
同
車
位
に
立
つ
こ
と
を

上
代
日
本
訴
に
お
け
る
母
骨
組
織
と
母
昔
交
替
(
泉
井
)

一
わ
れ

d



乙

十

川

年

記

ι，b

繭

集

一O
O
凹

避
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
八
世
紀
に
お
い
て
、
車
位
の
結
合
に
は
、

こ
の
封
立
を
避
け
る
だ
け
で
、
あ
と
は
ほ
と
ん
ど
自
由
に
結
合
閥
係
が
つ

く
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

A
の
傾
域
は
線

a
l
E
l
e
-
-ー
を
ふ
く
ん
で
岡
の
右
半
分
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
る
を

5
・
け
る
だ
け
で
、

そ
の
外
は
自
由
に
結
合
を
保
つ
こ

と
が
で
き
る
。
前
部
母
音
に
属
す
る
「
め
」
も
、
後
部
母
音
の

「
ヅ
」
と
結
令
し
て
、

「
め
ヅ

H
-
フ

γ
」

の
語
を
造
り
、
ま
た
こ
れ
を
保
つ
こ
と

も
ゆ
る
さ
れ
る
。
「
イ
キ
ど
ホ

Y
」
〆'¥

悩
¥ノ

の
語
も
、

一
方
に
「
イ
キ
H

グ
ク
」

(
息
を
つ
く
・
嘆
息
す
る
)
、

イ
キ

H

ヅ
カ
シ

(
嘆
か
わ
し
い
)

の
語
が
あ
る
の
を
見
れ
ば
、

「
イ
キ
」
と
「
と
ホ

Y
」
(
遁
)

に
分
け
て
構
成
せ
ら
れ
た
語
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
「
イ
キ
」
は

A

B
中
間
の

結
合
線
上
に
構
成
せ
ら
れ
た
語
で
あ
っ
て
問
題
は
な
く
、

「
と
ホ

H

Y
」
も
「
ホ
」
が
書
官
局
的
に
甲
乙
母
一
音
の
一
風
別
を
す
で
に
示
し
え
な
い
一
音

節
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

も
と
は

B
域
的
に
「
と
ほ

H

Y
」
で
あ
っ
て
起
源
的
に
問
題
が
な
い
。

「
イ
ヤ
」
(
掬
)
・
「
ャ
け
」
(
宅
〉

の
担
問

も
喜
一
慌
が

A
-
B
の
雨
領
域
の
中
心
線
に
属
し
て
構
成
せ
ら
れ
維
持
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
イ
ク
サ
」

ハ
軍
)
も

A
域
に
お
け
る
構
成
で
あ
る
。

A
-
B
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
は
、
中
央
の

a
l
-
-
の
線
を
共
通
に
保
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
各
域
の
向
車
位
構
成
能
力
は
高
い
。

書
紀
・
高
葉
に
あ
ら
わ
れ
る
「
モ
の
」
(
物
)
・
「
モ
と
」
(
本
・
下
〉

の
語
は
、

一
見
、
勝
義
に
お
け
る

A
域
の
母
一
耳
目
と
、
勝
義
に
お
け
る

B

域
の
そ
れ
と
の
単
位
的
結
合
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
そ
れ
は
古
事
記
に
お
い
て
「
も
の
」
・
「
も
と
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、

も
と
も
と
み
一
般

的
に

B
域
に
お
け
る
構
成
に
よ
る
詩
詞
で
あ
っ
た
。
「
ァ
ど
モ

H

プ
」
(
卒
)
は
、

一
見
、

A
B
雨
域
の
混
用
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
高

葉
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
の
語
に
は
一
個
所
、

も
(
母
)

の
仮
名
に
よ
っ
て
「
み
船
ご
を
『
ア
ど
も
ヒ
』
立
て
て
」
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一「

も

の
」
・
「
も
と
」
を
す
で
に
「
モ
の
」
・
「
モ
と
」
と
し
た
こ
の
時
期
に
は
、
も
と
の

「
ア
ど
も
H

ブ
」
も
す
で
に
大
方
は
「
ア
ど
モ

H

プ
」
に
統

一
せ
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
ら
っ
。
|
|
「
ヲ
ろ
ガ
ム
」
〈
奔
〉
は
、
そ
の
甲
乙
の
匿
別
を
す
で
に
示
さ
な
か
っ
た
「
ヲ
」
が
も
と
も
と
「
を
」

¥
当
α
¥

で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

「
甚
・
痛
」

の
義
に
お
い
て
上
代
に
は
「
イ
タ
」
・
「
イ
ト
」

-
「
イ
と
」

の
形
が
あ
ら
わ
れ
る
。
「
イ
タ
」
・

「
イ
ト
」
は

A
坑
の
構
成
で
あ
り
、

「
イ
と
」
は

B
域
の
結
合
で
あ
り
、

し
か
も
同
じ
寓
棄
に
お
い
て

「
イ
ト
」

「
イ
と
」

の
雨
形
を
見
出

署
醇
轟
轟
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す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
寓
葉
で
は
「
イ
ト
」
と
「
イ
と
」

の
聞
に
意
義
的
に
小
さ
い
な
が
ら
あ
き
ら
か
な
差
異
を
見
出
し
え
な
い
こ
と
も

「
L
R
1
0

之
し

「
f

ト
」
は
「
非
常
に
・
賞
に
」

の
意
義
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

「
ふ
な
乗
り
て
わ
か
る
を
見
れ
ば
イ
ト
も
す
べ
な
し
」

経

ー卜

-
「
わ
か
れ
な
ば
イ
ト
も
す
べ
な
み
八
た
び
袖
振
る
」

(
包
二
十
)

で
は

「
寅
に
」

「
イ
と
」
は
こ
れ
に
針
し
て
「
非

(
巻
十
八
)
、
「
梅
の
花
い
ま
だ
咲
か
な
く
イ
と
若
み
か
も
」
(
各

の
意
味
合
い
が
強
い
。

常
に
・
あ
ま
り
に
〈
も
〉
」

の
含
み
が
顎
く
、
「
ほ
と
と
ぎ
す
イ
と
ね
た
け
く
は
」

問
)
、
「
秋
風
の
吹
か
む
を
待
た
ば
イ
と
法
み
か
も
」
(
巻
十
九
)
で
は
、

「
イ
と
」
は
別
に
存
在
す
る
「
イ
と
H

の
キ
ア
」

(
「
甚
H

除
き
て
」
、
殊

に
・
と
り
わ
け
で
、

あ
ま
り
に
も
〉
に
き
わ
め
て
近
い
。

「
イ
タ
」

. 
「
イ
夕
日
モ
」
. 
「
イ
ト
」

「
イ
と
」
は
す
べ
て
イ
タ

(
痛
〉
に
開

係
す
る
同
源
の
語
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
他
が

A
領
域
の
構
成
に
よ
る
語
で
あ
る
の
に
封
し
て
、

「
イ
と
」
は

B
領
域
の
構
成
に
よ
っ
て
い

る。

「
イ
タ
」
と
「
イ
ト
」
と
が
、
意
義
的
に
ド
イ
ツ
語
の

〈

q
t
R
R
'
g
(傷
つ
け
る
)
に
お
け
る
お
宵
に
あ
た
る
と
す
れ
ば
、

「
イ
と
」
は

む
し
ろ
〈
N
c
m
o
F〉

の
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
差
異
を
上
代
、
も
し
く
は
い
わ
ゆ
る
上
代
よ
り
も
更
に
そ
の
以
前
の
人
た
ち
は
、
意
義
範

噂
的
な
差
異
と
考
え
て
(
も
し
く
は
感
じ
て
〉
、

二
つ
を
A
・
B
の
二
つ
の
領
域
に
ふ
り
分
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
そ
の
振
り
分
'
け
に
は
、

草
な
る
結
合
開
係
の
場
合
と
は
異
っ
て
、

か
す
か
な
が
ら
も

a
と
り
と
の
針
立
が
あ
ら
わ
れ
、

こ
こ
に
、

a
を
非
中
性
的
に
男
性
母
音
と
し
て

い
た
と
こ
ろ
の
、
さ
ら
に
前
代
の
母
音
組
織
に
よ
る
構
成
の
名
残
り
が
、
す
で
に
浮
ぴ
上
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

2 

園
式

A と
母

B 音

問.交
の替
ァー:x、

替

a. 

/
「
崎
官

事
賞
A
と
B
の
雨
領
域
に
ふ
り
分
け
ら
れ
た
同
じ
意
義
類
に
属
す
る
語
に
は
、
ま
ず

a
と
H
O

と
の
針
立
を
ふ
く
め
て
、
意
義
的
範
鴫
を
具
に

寸
る
も
の
が
多
い
。

「
ヲ
り
て
」

〈
戸
ぐ
ん
い

ω
町
〉
は
寓
葉
に
も
烏
に
つ
い
て
「
オ
ホ
H

ヲ
そ
H

ど
リ
ノ
」

の
語
が
あ
ら
わ
れ
、

こ
の
「
ヲ
そ
」
は
軽
率
を
意
味
す
る
語
と
せ

ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の

B
域
の
語
に
射
し
て
、

A
領
域
の
構
成
に
よ
る
語
と
し
て
「
ア
サ
」

(
浅
〉
が
あ
る
。

上
代
日
本
訟
に
お
け
る
品
川
ぽ
組
織
と
母
首
交
替
(
泉
井
)

一0
0
4
五
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十

周

年

記

念

論

集

一O
O
六

「
ア
」

は
古
典
に
お
い
て

「五口」

の
意
義
を
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。

こ
れ
に
針
す
る
一「

オ

H

の
」

。
ロ
ん
い
は
、

む
し
ろ

「
自
身
」

(
ラ
ア
ゾ

詩
円
℃
ωOW
英
語

'mO]戸
山

γ
ガ
リ

1
語

gmw勾
p
l
g
M〉

で
あ
る
。

「
ッ
き
」

(
月
)
と
「
と
キ
」

(
時
)
lま

本
来
、

互
に
無
関
係
な
語
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
そ
の
意
義
的
範
時
か
ら
見
て
二
つ

の
意
義
の
間
に
は
明
瞭
な
範
鴫
的
針
立
が
あ
る
。

こ
れ
に
膿
じ
て
前
者

(
E
E〉

は
結
合
の
構
成
に
お
い
て

A
域
に
、

後
者
f¥  
I"'t-。:
欠d
_. 
、ーノ

は
B
域
に

属
し
て
い
る
。

こ
こ
に
注
意
す
べ
き
は
語
末
の
・
ー
と
い
l

と
の
聞
係
で
あ
っ
て
、

普
通
、

ウ-フ

Y
諸
語
、

ア

Y

タ
イ
諸
語
に
お
い
て
、

母
一
音
調
和
の
現
象
に
あ

ず
か
る
と
き
、

i
は
前
部
母
一
昔
(
終
っ
て
い
わ
ゆ
る
弱
母
脅
ま
た
は
女
性
母
普
)
に
、

日
ー
は
後
部
母
一
音
〈
従
っ
て
ま
た
い
わ
ゆ
る
強
母
普
ま
た
は
男
性
母

骨
)

に
屈
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。

ア

Y

タ
イ
諸
誇
の
う
ち
ト

Y

コ

(
-
ア
ュ

y
ク
)
諸
詩
は
、

そ
の
母
音
調
和
の
現
象
に
お
い
て
聞
く
こ
れ
を

ま
も
る
こ
と
が
多
い
。

ま
も
る
と
い
う
よ
り
は
、

こ
の
古
い
扶
態
を
維
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

-
ー
を
中
性
母
音
と
し
て
、

こ
れ
を
男
女
雨

性
の
母
一
音
と
の
結
合
開
係
に
入
ら
し
め
る
一
一
一
一
口
語
は
原
則
と
し
て

i
と
ー
と
の
匪
別
を
失
い
、

ー
を

i
に
組
み
入
れ
、

ま
た
は

i
の
う
ち
に
吸
牧

せ
し
め
た
言
語
で
あ
る
。
蒙
古
諸
語
は
一
一
般
に

i
を
中
性
母
音
と
す
る
一
一
一
一
口
語
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
古
い
妖
態
に
お
い
て
は
1

も
ま
た
別
に
存
在
し
た
こ
と
は
、

方
一
一
.
一
口
的
調
査
に
基
く
比
較
研
究
に
よ
っ
て
設
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

(
た
と
え
ば
〉
-
v
p
E
2
2
2・
の
♀
何
回
同

(
臥

ι・)一回し
g
E
D
m
z
g
円

E
E
Oロ己。
.HJEω

同句切
N
・七・

ω吋。一

Z
・
句
。
2
)め一

E
C
.。円山口♀守口

8
8
5
3
2巴
〈

O

E
。ロ肉。}訂ロ

ω門戸己一
2
・
ロ
巳
閉
山
口
広
同
市
vuu

の
特
に
勺
・
∞
仏
・
お
よ
び
、
泉
井
編
「
世
界
の
言
語
」
、
東
京

u
大
阪
、

一
九
五
四
、

三
三
三
頁
o

円
2
2
Z
E
H
σ
な
い
の

B
E
E
t
R
仏
の

F
-
E
H
q
H
O

B
包
括
。
一
。
伶
立
件
。

同

-
H
v
m
H『
一

ω

】
匂

hpu・
ゆ
H
C
)

、
ま
た
蒙
古
文
語
の
正
書
法
の
歴
史
を
精
細
に
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
確
貨
に
知
る
こ
と
が
で
き

る

ヘ
ロ
・
一
戸
田
』

2
-
Zロ
ヨ
。
回
一
白
吉
田
国

4
a
2
2
2
弓
hvMH】

54dRHHZ3号。』
E
5
3
ココ

2
5
E
0
3
吉田初旬・し「『

2
2弓
p
h
・
3
2
-

J

心
ハ
頁
川
下
、
殊
に
一
一
-
一
.
頁
)
。

こ
こ
で
の
u
l

の
i

へ
の
ム
口
一
は
、

十
六
陛
紀
末
の
疋
書
法
の
改
革
に
よ
っ
て
、

表
面
に
あ
ら
わ
れ
て
来
た
。

ウ
一
フ
山
川
諸
需
の
う
ち
、

ブ
ィ
ン
一
ブ

γ
ド一北川、

ゾ

が

リ

1
五
日
ま
、

:

;

;

l

 

て
の
母
音
調
和
に
お
い
て
、

e
と
i
と
を
中
性
母
一
耳
目
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
ブ
イ
ゾ
ヲ
ゾ
ド
河
川



4 

'. 

‘ 

5
3
(食
事
、

税)、

g
E
C
(う
つ
ろ
、
く
ぼ
み
)
.
。
口
氏
(
く
ぼ
め
る
〉
。

ま
た
の

y
ガ
リ

1
誇
町
。
丘
町
同
(
ま
わ
す
・
か
え
す
)
、

出
口
(
男
の
子
〉
、

〈
臥

N
E
(薄
い
、
痩
せ
た
、
乾
い
た
〉
等
“

こ
の
最
後
の
語
例
に
あ
ら
わ
れ
る

a
は
、
一
耳
目
債
と
し
て
は
開
い
た

o
に
あ
た
り
、

母
音
調
和
的
に
は

常
に
男
性
母
音
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
u

し
か
し
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
、

A
Y
.ガ
リ

1
畳
間
を
ふ
く
む
い
わ
ゆ
る
ウ
ラ

Y
諸
語
に
お
け
る
は
じ
め
の

母
音
調
和
の
現
象
は
、
ー
と
i
、

e
v
と
e
を
分
ち
、
そ
れ
切
に
れ
の
前
者
は
男
性
母
昔
、
後
者
は
、

女
性
母
音
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
り

(
』
・
凶
器
官
自
由
い
可
吉
田
回
目
。
同

2
2
5『
官
官
問
。
開
。
g
E恒
例
h
H

・
H
-
Z
O
R
E
g
g
-
m
p
m
u
c
)
、
こ
り
ー

-
cは
調
一
耳
目
的
に
は
中
舌
一
耳
目
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
プ
イ

γ
-フ
γ
ド

E
m
g
o
F

(
船
尾
の
州
側
、
橋
)
は
も
と

J
色
"
で
あ
り
、

-
o
c
E
(
あ
ご
、

下
顎
)

は
よ

n
z
E
で
あ
り
、

そ
し
て

E
C
(
附
頭
〉

l土

よ
仏

E
で
あ
っ
て
、

こ
の
日
1

・
eu
の
一
音
は
今
も
な
お
パ

Y

ト
U

プ
ィ
ン
諸
需
の
若
干
の
方
一
一
一
一
口
に
も
そ
れ
ぞ
れ
i
と
e
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
か
ら

匝
別
せ
ら
れ
つ
つ
存
在
し
、

ー
を
中
性
母
一
音
と
す
る
ト
ゥ
ソ
ダ

し
か
も
母
音
調
和
に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
貧
富
官
自
由
前
掲
害
、
二
九
三
頁
)

0

ー
ユ
諸
誇
に
お
い
て
も
、
方
言
的
に
は
な
お
・
1

・
1
の
匿
別
を
残
す
も
の
が
あ
る

(
H
h
5
m
g
含

E
S
P
-
。u
p
匂・
8
3
0
す
べ
て

i
を
中
性
的
に

あ
っ
か
う
も
の
は
、

も
と
り
1

と
i
の
匝
別
を
拭
い
去
っ
て
、

こ
れ
を
i
の
ひ
と
つ
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、

さ
き
に
見
た
ご
と
く
上
代

日
本
語
の
文
献
に
あ
ら
わ
れ
る
い
1

の
不
安
定
な
す
が
た
は
、

こ
の
移
行
の
途
上
の
様
相
を
部
分
的
に
示
す
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て

「
ヅ
き
」
は
ぎ
主
と
し
て
、

第
一
、

第
二
一
音
節
が
と
も
に
男
性
母
一
音
を
示
し
つ
つ

A
域
的
に
結
令
し
、

B
域
の

「
と
キ
」
は

円
ん
い
}
内
山

と
し
て

会
閥
的
に
女
性
母
一
音
と
し
て
の
結
合
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、
更
に
古
い
段
階
に
お
い
て
は
、

i
は
、
日
1

と
針
立
し
つ
つ
、
純
粋
に
女
性
母
音
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
車
な
る
中
性
母
一
音
で
は
な
か
っ
た
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
中
性
化
は
、
日
1

の
喪
失
も
し
く
は
i

へ
の
吸
牧
に
よ
る
第
二
次
的
な
様
相
へ
の
移
行
の
結
果
で
あ
り
、

こ
こ
に

N
が
現
出
し
た
の
で
あ
る
o

こ
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、

「
グ
チ
」
(
口
、
「
久
知
」
)

な
る
結
合
に
お
い
て
、

第
一
一
音
節
の
男
性
母
音

u
と
車
位
的
に
関
係
す
る
第
二
音
節

の
母
音
は
、
嘗
然
、

も
と
も
と
、
ー
と
し
て
、

会
館
は

J
c巴
で
あ
っ
た
と
想
像
せ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

「
カ
み
」
(
紳
)
、

「
ッ
き
」

(
月
)
が
合
成
の
第
一
一
荷
と
な
る
と
な
る
と
き
、

そ
れ
ぞ
れ
「
カ
ム
」
・
「
ヅ
ク
」
(
カ
ム
カ
ゼ
、

ッ
ク
ヨ
)
と
な
り
、

「
グ
チ
」
も
「
ク
ッ

-
ツ
」

上
代
日
本
認
の
母
音
組
織
に
お
け
る
母
音
交
替
(
泉
井
)

一。。七
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(
口
輪
、
轡
、

天
治
字
鏡
)
と
な
る
こ
と
が
思
い
合
わ
せ
ら
れ
る
。

と
す
れ
ば
こ
の
草
位
は
み
一
慢
と
し
て

A
域
の
畳
間
詞
で
あ
る
。

こ
れ
に
針
す

る
B
域
の
語
と
し
て
は
「
こ
と
H

バ
」
八
一
一
一
一
口
〉
、
す
な
わ
ち
、
ぷ
α
5
'
Z
が
あ
ら
わ
れ
る
。

「
事
」

の

「
こ
と
」
も
ま
た
こ
の

「
こ
と
」

(一一斗口〉

と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
の
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
。
寓
葉
の
東
語
に
は
ま
た
「
こ
と
バ
」
に
劃
し
て
「
け
と
H

バ」

rm同
ん
凶

1
r
h
w

の
形
も
あ
ら
わ

れ
る
。

こ
れ
も
A
域
の
グ
チ
に
針
す
る
B
域
の
語
で
あ
っ
た
。

上
代
日
本
語
に
は
屡
・
0

・
「
こ
も
H

リ
ク
の
」

(
隠
)

の
語
が
あ
ら
わ
れ
る
。

こ
の

「
こ
も
」
は

B
域
の
構
成
で
あ
る
。
し
か
し

A
域
の
構
成

に
よ
る
語
と
し
て
は
「
ク
ミ
リ
ド
」

E
ヨ
ア
(
際
慮
〉

の
語
が
あ
る
。

二
つ
は
意
義
的
に
阿
部
類
に
お
け
る
針
立
語
と
考
え

(
感
じ
〉
ら
れ
た

の
で
あ
る
丹

か
よ
う
に
本
来
的
に
は
、

-
ー
は
調
和
に
お
け
る
女
性
母
音
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

「
ヒ
と
」

(一〉

と
プ
タ

(
一
一
)

の
意
義
的
針
立
も

よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
き
に
掲
げ
た
八
世
紀
に
残
存
す
る
母
一
音
の
組
織
が
成
立
す
る
よ
り
も
、
更
に
以
前
の
純
系
に
お
い
て
は
、

-ーは日
1

と
は
別
に
、
分
れ
て
明
瞭
に
前
部
母
一
音
(
女
性
母
脅
)
の
領
域
の
も
の
で
あ
り
、

「
ヒ
と
」
は
「
プ
タ
」
に
針
し
て
み
一
挫
と
し
て
も
明
権

に
針
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

同
様
に
「
ミ
」

2
一
)
と
「
ム
」

(
ム
ハ
)

の
針
立
的
関
係
も
、

B
域
針
A
域
'
の
関
係
に
お
い
て
、

よ

く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
よ
」
}
ふ
t

(

四
)
と
「
ヤ
」
}
員
』
(
八
)
に
つ
い
て
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

な
お
、
「
ャ
み
」
(
階
、
「
也
未
」
)
に
劃
し
て
「
よ
も
」

(
黄
泉
、
「
よ
も
ツ
H

」
〉
と
「
よ
ミ
」

(
黄
泉
〉

が
あ
り

(
}
d
g
ベ
一
可
~
王
子
可
ん
い
B
α
t〉、

「
と
も
」

(
伴
〉

に
劃
し
て
「
ツ
マ
」

〈
夫
・
妻
)

が
あ
る
。

「
こ
と
」

(
異
)
に
劃
し
て
は
「
カ
タ
」

(
一
方
、

左
右
不
整
〉

が
あ
り
、

寺品

た
「
ひ
」
コ
〔
立
〕

(
火
〉

と

「
ヒ
」
コ
〔
な
〕

(日〉

の
二
つ
も
、

本
来
、
別
語
〈
別
根
の
語
〉

で
は
な
く
、
同
一
の
¥¥  

トτj
』・司

¥、

の
古
い

A

・B

領
域
に
よ
る
封
立
的
分
化
の
結
果
と
思
わ
れ
る
。
同
様
に

A
の

「カ

H

Y
」

E
'
E
(刈
)
に
針
し
て
、

B 
の

「
こ

H

Y
」
志
』

E
(伐
)
が
あ
り
、

ま
た
キ

H

Y

(
切
〉

が
あ
る
。

「
と
の
」

件。ロ
α
(
殿
〉
に
射
し
て
、

や
や
時
代
が
下
る
偽
名
抄
各
十
に

「
坐
寅
物
合
」

と
し
て
あ
ら
わ
れ
る

「
タ
ナ
」

(
底
)
を
も
、

B
に
針
す
る

A
の
構
成
形
と
し
て
-
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
も
あ
ろ
う
か
。



t 

..， 

「
問
う
」
・
「
訪
う
」
を
意
味
す
る
話
は
、
上
代
に
「
ト
プ
」
・
「
と
プ
」
と
し
て
甲
乙
二
形
が
あ
ら
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
用
例
を
記
・
紀
・

市
内
葉
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
き
、

「
訪
う
」
に
閲
し
て
は
乙
類
に
よ
る
「
と
ブ
」
が
多
い
(
有
版
、
普
請
政
.
一
一
二
頁
)
0

こ
と
に
古
車
品
に
お
い
て
は

三
例
と
も
に
「
と
H

プ
」
で
あ
る
。

こ
の

B
域
母
一
音
に
よ
る
動
詞
に
針
し
て
、
そ
の
名
詞
形
と
し
て
は

A
域
に
よ
る
「
タ
ピ
」
ま
た
は
「
タ
ぴ
」

〈
旅
)

が
あ
ら
わ
れ
る
。

主
き
に
「
こ
も
H

リ
ク
の
」
に
見
」
え
る
動
詞
語
幹
「
こ
も
」
に
針
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は

A
域
母
一
音
に
よ
る
名
詞
「
ク
ミ

日
ド
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
と
H

ブ
」
に
謝
し
て
「
タ
び
」
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、

会
慨
を
A
域
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

動
詞
「
と

-t 

H

ブ
」
の

B
域
的
と
の
針
立
関
係
を
更
に
強
調
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
タ
ピ
」
は
日
1

の
i
へ
の
吸
牧
に
よ
る
第
二
次
的
な
形
で
あ
る
。
「
訪
プ
」

は
四
段
に
活
用
す
る
。

従
っ
て
一
般
に
そ
の
名
詞
形
を
、
摂
生
す
る
連
用
の
形
は
清
一
音

「

H

ヒ
」

で
あ
っ
て
濁
一
音
で
は
な
い
。

こ
こ
に
濁
音
を

一
不
す
「
タ
ピ
」

「
タ
ぴ
」

の
語
形
の
成
立
に
つ
い
て
は
、

な
お
問
題
は
残
る
所
以
が
あ
る
。

動
詞
「
取
る
」
も
ま
た
上
代
に
「
ト
H

Y

」
・
「
と
H

Y

」

の
二
形
が
あ
る
。

こ
の
語
の
基
本
部
と
交
渉
す
る
と
考
え
ら
れ
る
で
プ
」

(
手
)

の
母
音
は
、

A
域
の

「ト
H

Y

L

か
ら
見
て
も
、

B 
6つ

「
と
H

Y

」
か
ら
見
て
も
、

雨
者
の
中
間
線

al--
の
上
に
来
て
い
る
。

こ
れ
は
、

え」

き
の
園
式
の
み
に
よ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
母
一
音
を
男
女
い
ず
れ
の
性
の
母
一
音
に
屈
せ
し
め
る
べ
き
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し

で
ア
」
に
は
別
に
合
成
形
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
「
タ
H

」

の
形
が
あ
る
。

た
と
え
ば
「
タ
H

ナ
日
ス
ヱ
」
〈
手
之
末
)
・
「
夕
日
ナ
H

マ
タ
」
(
手

之
俣
)
・
「
タ
H

び
」

(
手
火
・
矩
)
、
等
。
そ
し
て
他
方
、

「
サ
け
」

(
酒
)

に
封
し
て
「
サ
カ
H

」
が
あ
り
、

「
タ
け
」
(
竹
)
に
劃
し
て
「
タ

カ
u
」
が
あ
る
の
を
児
れ
ば
、
類
推
的
に
、
甲
乙
の
匪
別
を
す
で
に
脊
潟
の
上
に
あ
ら
わ
す
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
「
テ
」
も
、
本
来
、

乙
類

の
仮
名
に
よ
る
「
て
」

で
寓
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

J

、為、，
H
リ
A

」、

l
」
・
刀
吋
干
、

P
刀

I
Y

「
タ
カ
リ
イ
チ
」
↓
「
タ
け
チ
」

(
高
市
). 
一「

ナ

ガ
H

イ
キ
」
↓
「
ナ
げ
キ
」

が
あ
る
の
を
見
れ
ば
、

「
て
」
に
劃
す
る
「
タ
」

こ
そ
、
そ
の
某
木
形
で
あ
っ
た
と
し
な
く

(
長
大
息
・
問
息
)

て
は
な
ら
な
い
。
「
タ
」
に
は
母
一
音
仰
が
ふ
く
ま
れ
る
。

a
の
結
A
円
線
は
一
般
に

a
l
o
l
u
に
お
い
て
、

も
っ
と
も
鮮
明
で
あ
る
。
従
っ
て

す
で
に
ひ
ず
み
の
加
え
ら
れ
た
八
世
紀
の
圃
式
よ
り
以
前
の
、

よ
り
徹
氏
し
た
園
式
を
、

さ
き
に
見
た
ヲ
ラ

Y
諸
語
に
お
け
る
ご
と
き
そ
の
調

上
代
日
本
河
川
に
お
け
る
母
音
組
織
と
母
一
官
交
梓
(
由
荒
井
)

一一
)
J
一)九
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C

和
の
原
型
か
ら
推
定
す
れ
ば
、

そ
こ
に
お
い
て
こ
の

a
は
、
ま
さ
に
男
性
母
昔
に
組
み
入
れ
ら
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
す
れ
ば
意
義

範
鴫
の
針
立
上
、
類
推
的
に
、
そ
の
動
詞
は
針
立
的
に
女
性
母
音
に
よ
る
「
と
H
Y
」
が
文
献
以
前
の
原
形
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

A

・
B
の
二
域
に
よ
る
意
義
的
分
化
は
、

「
ア

H

ど
も
H

プ
」

(
率
)
と
「
ア

H

ヅ
ム
」

(
集
)

の
聞
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
山
ツ
」
(
初
)
と
「
ホ
ツ
」
(
上
端
の
、

「
ホ
ツ
校
」
)
も
ま
た
こ
れ
に
あ
た
り
、

こ
の
二
託
聞
の

「
ッ
」
は
「
天
ツ
」

の

「
ッ
」
で
あ
っ
て
、

ニ
語
と
も
「
A
H
ヅ
」
、
「
ホ
H
ヅ
」
と
分
か
た
る
べ
き
も
の
、
そ
し
て
そ
の

「
の
」
・
「
ホ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
端
」
・
「
尖
」
を
意
味
し
、

と
も
に

「
遜
」
を
意
味
す
る
甲
類
の

「
へ
」
(
そ
の
と
こ
ろ
)
お
よ
び
乙
類
の

「
る
」
(
そ
の
近
ま
わ
り
)
に
針
立
的
に
針
臆
し
、

こ
れ
に
高
葉
に
散
見

す
る
「
の
マ
H
ぴ
」

(
演
遜
)
ぴ〉

「
ひ
」
を
加
え
る
な
ら
ば
、

こ
の
五
つ
は
、

a 

男
性
的

(
A
域
的
)

..，、

11 

(端〉

ひ

(港、

そ
の
と
こ
ろ
)

ホ
H

(
上
端
〉

b 

女
性
的

(
B
域
的
)

11 

，、、

(
透
、
そ
の
と
こ
ろ
)

H
み
-
(
透
、
そ
の
近
ま
わ
り
)

と
な
っ
て
、

三
つ
の
接
尾
要
素
の
、
っ
ち
、

b

の
中
の
二
者
の
意
義
的
区
別
が
、
繊
細
な
が
ら
明
確
な
の
に
針
し
、
却
っ
て

a
の

「
ひ
」
と
b
と

の
区
別
が
一
般
に
暖
昧
に
な
っ
て
来
る
。
事
賞
、
「
ひ
」
は
「
山
?
H
ぴ
」
・
「
ヲ
カ
H
び
」
・
「
ヤ
マ
H
ぴ
」
・
「
カ
A
H
ぴ
」

と
用
い
ら
れ
て
高

葉
に
お
い
て
も
、

b 
の

「
ヲ
カ

l
べ
」
(
岡
の
そ
の
と
こ
ろ
)
、

「ヵ

A
H
E」

(
川
の
ほ
と
り
、
近
く
)
と
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
こ
こ
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、

「
ひ
」
が
高
葉
で
は

A
域
の
構
成
に
よ
る
詩
の
あ
と
に
つ
づ
い
て
、
そ
れ
と
密
接
に
結
ぼ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
思
う
に
曾
て
の
母
音
調
和
の
現
象
は
密
慢
に
結
ば
れ
る
接
尾
的
な
要
素
(
こ
こ
で
は
小
僻
す
な
わ
ち
助
詞
〉
に
も
貫
透
し
て
、

そ
の
本
来
の
活
動
範
闘
を
保
持
し
た
名
残
り
を
こ
こ
に
と
ど
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
ャ
?
と
」
や
「
と
こ
」
、
ま
た
「
ヤ
マ
H
の
」
に
封
し

て
は
母
一
音

c
-
ど
に
よ
る
「
へ
」
・
「
る
」
が
つ
づ
き
、

「
ャ
マ
」
・
「
ヲ
カ
」

の
ご
と
き
男
性
母
音
に
よ
る
構
成
車
位
の
あ
と
に
は
母
一
す
ー
に
よ

る
「
ひ
」
が
つ
づ
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
!
ー
ー
ち
な
み
に
右
の

「
る
」
は
、

「ウ
H

る
」

(
上
)
に
あ
ら
わ
れ
る
そ
れ
と
同
じ
も
の
で
あ
っ

て
、
「
ク
る
」
が
二
つ
に
分
析
さ
れ
る
こ
と
は
「
ウ
H
レ
」
(
木
末
)
と
の
比
較
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の

「
レ
」
は
「
こ
H
レ
」
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i
l叶
i
1
4刊
1

1

H

l

L

，，l
l
i
l
i
-
-
1
1
1
4
H
1
1

・

(
此
)
・
「
り
て
H

レ
」
(
其
)
・
「
ア
H

レ」

0) 

「
レ
」
に
あ
た
り
、

「
こ
」
・
「
り
て
」
・
「
ア
」

が
指
示
代
名
詞
の
一
括
根
的
部
分
と
し
て
取
り
は
ず
し
科

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

一
方
こ
の

「ウ

H

」
は
「
上
、

表
面
」
を
意
味
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
含
む
形
に
は
、
別
に
「
ウ
H

グ」

っ
た
た
め
に
、

前
部
(
女
性
)
母
音
の
パ
C

が
す
ぐ
れ
て
後
部
〈
男
性
〉
的
な
母
音

u
と
接
合
し
て
、

一
見
、

ム
口
成
語
で
あ

本
来
的
な
結
合
理
位
を
構
成
し
え
た

の
意
義
を
も
ち
、

(
浮
・
〔
水
の
〕
表
商
上
に
居
る
・
あ
が
る
)

が
あ
る
。

「ウノ
H

る
」
は
古
い
合
成
語
と
し
て
「
上
の
あ
た
り
」

の
で
あ
る
。

密
に
結
ぼ
れ
た
接
尾
的
な
小
鮮
に
母
音
調
和
の
現
象
が
及
ぶ
例
は
、
小
僻
も
し
く
は
助
詞
「
の
」
に
つ
い
て
も
み
と
め
ら
れ
る
。
八
世
紀
ま
で

に
「
の
」
は
一
般
化
し
て
、
嘗
時
の
言
語
に
能
動
的
に
活
動
し
て
い
た
も
の
は
も
っ
ぱ
ら
「
の
」
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
古
く
は
、

「
ミ

H

ナ
(

H

ト
)
」
(
水
之
〔
門
〕
〉
、

(
マ

H

ナ

(
H

カ
ヒ
)
」
(
眼
之
〔
交
〕
〉
、

「マ

H

ナ

(
H

プ
タ
〉
」
(
眼
之
〔
蓋
〕
、
験
〉
、

「タ
H

ナ

(
H

マ
タ
〉
」

(
手
之

〔俣〕)、

「
夕
日
ナ
/ー¥

11 

の
ラ
)
」
(
海
之
〔
原
〕
)
、

「
モ
モ
日
ナ

(
H

ヒ
と
)
」
(
百
之
〔
人
〕
〉
、

「
ヌ

H

ナ

(
H

と
)
」
(
理
之
〔
一
耳
目
〕
)
、

「
ナ
ミ

M

ナ

(
H

と
)
」
(
波
之
宮
日
〕
)
、

「
カ
ム
リ
ナ

(
H

ヅ
き
〉
」
(
紳
之
〔
月
〕
、

十
月
)

の
諸
形
が
あ
り
、

こ
れ
ら
が
固
定
し
た
形
で
記
憶
的
に
八
世

紀
に
俸
え
ら
れ
、

こ
こ
で
は
「
の
」
に
あ
た
る
も
の
が
ひ
と
え
に
「
ナ
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。

こ
れ
に
針
し
て

「こ
H

の
(

H

A

)

」
(
木
之

〔
葉
〕
)
、

「ホ
H

の

(
H

ホ)」

(
火
之
〔
穂
〕
)
等
が
や
は
り
固
定
し
た
形
と
し
て
停
え
ら
れ
た
が
、

こ
こ
で
は
「
の
」

は
母
音
調
和
的
に
、

先
行
す
る
乙
類
の
母
一
音
H
O

に
密
に
接
し
て
、

み
ず
か
ら
も
る
の
母
音
を
も
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

一寸

ホ

11 

の
11 

ホ
Lー

の
語
の
第
一
一
音
節
が
、

も
と
も
と
乙
類
の
日
0

母
音
を
ふ
く
む
一
音
節
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

「
き
」
日
仏
〈
木
)
に
劃
す
る

「こ
H

の
H

」

rαlH岡
山
。

(
木
之
〉

の
開
係
か
ら
も

類
推
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
き
に
述
べ
た
ご
と
く
、

ホ
の
般
名
に
は
す
で
に
甲
乙
の
匿
別
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、

一
方
、

純
粋
、

木
来
的
に
甲
類
的
な
「
ホ
」
に
劃
し
て
は
、
嘗
時
、
一
一
一
一
口
語
習
慣
的
に
「
日
ツ
」

(
ホ

H

ヅ

「
上
端
の
」
〉

が
あ
ら
わ
れ
、

こ
の

「ホ
H

ツ
」
の
す
で
に
存
在
す
る
こ
と
が
、

ホ
の
二
類
の
匿
別
を
失
っ
た
嘗
時
、

「
ひ
」
(
火
〉

に
劃
し
て
の

「
ホ
」
、
す
な

わ
ち
「
ほ
」

に
は
「
ホ
日
の
」
を
用
い
し
め
、

純
粋
に
甲
類
的
な
「
て

ホ」

(
端
、
上
端
)

に
針
し
て
は
「
ツ
」

に
よ
る
「
山
日
ツ
」
・
「
ホ

上
代
日
本
認
に
お
け
る
母
普
組
織
と
母
音
交
替
(
泉
井
)

( i 
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H

ツ
」
を
使
用
せ
し
め
、
以
後
、

「
ツ
」
は
「
の
」
と
と
も
に
、
漸
次
、
無
差
別
的
に
一
般
化
し
て
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の

「
ヅ
」
も
、
し
か
し
ま
た
、
古
い
小
鮮
で
あ
り
、
密
に
接
す
る
誇
詞
に
つ
づ
い
て
、

み
ず
か
ら
も
ま
た
、

母
音
調
和
的
現
象
を
示
し
て

い
た
事
寅
を
、
時
に
見
出
し
う
る
こ
と
が
あ
る
。

「
男
・
少
男
」
を
意
味
す
る
語
に
は
、
「
ヲ
と
コ
」
と
と
も
に
、
ま
た
「
ヲ
の
コ
」
も
あ
ら
わ
れ
る
。

こ
の
二
つ
に
お
け
る

「
ヲ
」
は
、
「
小
・

少
」
と
も
、
ま
た
「
雄
」

と
も
、
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
音
は
、

一
音
韻
的
に
む
し
ろ
¥
当
α
¥

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
、F
、ー・

れ
に
つ
づ
く
「
之
」
の
意
味
の
仮
名
が
、
す
べ
て
乙
類
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
¥
を
か
¥
に
つ
づ
く
「
と
」
は

意
義
的
に
「
の
」
に
ひ
と
し
く
、
ま
た
右
の
「
ヅ
」
に
ひ
と
し
い
。
と
す
れ
ば
「
と
」
と
「
ヅ
」
は
調
和
的
に
母
音
交
替
を
示
す
と
こ
ろ
の
本

京
市
同
一
の
小
僻
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、

「
ヲ
と
」
老
町
忌
は
、

彼
〉
で
あ
っ
て
、

「
ヲ
と
H

と
ジ
」

(
前
年
、

昨
年
)

の

「

ヲ

チ

」

急

巴

(

法

、

テー
r.

の
「
ヲ
と
」
は
離
脱
的
に
固
定
し
て
「
弟
」
の
語
を
生
ん
で
い
る
。

「
ヲ
と
H

コ
」
〈
小
男
)
の

「
ヲ
と
」
と
は
一
旗
別
語
で
あ
る
。
「
少
男
」

こ
の
よ
う
に
先
行
す
る
刷
翌
日
に
密
接
に
結
合
し
た
小
僻
は
、
ま
た
そ
の
悌
.
一
吉
の
母
一
音
の
影
響
下
に
母
一
音
調
和
を
示
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、

(
木
〔
の
〕
末
)
の

で」

H

ヌ
レ
」

「
ヌ
」
に
ふ
く
ま
れ
る
母
一
音
「
ワ
」
は
、
少
く
と
も
八
世
紀
ま
で
に
、
如
何
様
に
後
一
音
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か

「
ヲ
レ
」
の
語
意
識
が
強
い
た
め
に
、
飽
く
ま
で
「
ヲ
」
と
後
一
音
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
は
先
行
す
る
母
音
ho
か
ら
の
口
蓋
化
を

う
け
て
hu
に
近
く
後
一
音
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
む
は
草
に
い
わ
ゆ
る
一
音
準
的
現
象
(
い
わ
ゆ
る
な

E
R伸
一
円
]
再
開
門

R
Z
E
g
m〉〉

〔可〕

に
と
ど
ま
っ
て
、
一
音
韻
仰
を
構
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
一
般
に
前
代
の
母
音
組
織
に
お
い
て
、
仰
が
存
在
す
る
こ
と
は

の
「
ミ
」
が
曾
て
も
「
み
」
で
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
づ
く
「
ナ
」

は
、
あ
く
ま
で
一
音
接
的
に
も

a
で
あ
っ
て
、
先
行
す
る
口
蓋
品
目
の
影
響
下
に
一
音
礎
的
現
象
幻
を
あ
ら
わ
し
、
更
に
一
音
一
瀬
川
を
構
成
し
、
川
と
し

rー
に

こ
れ
ら
は
さ
ら
に
今
後
の
問
題
で
あ
り
、
問
題
は
八
世
紀
よ
り
以
前
の
前
代
の
母
一
耳
目

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
同
様
に
た
と
え
ば
、
「
ミ

H

ナ
H

ト」

て
組
織
中
に
存
在
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

組
織
に
か
か
っ
て
い
る
。
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問
題
を
も
ど
し
て
、

A
・
B
の
二
領
域
、
ま
た
は
そ
の
前
代
の
更
に
徹
底
し
て
い
た
と
想
像
せ
ら
れ
る
母
音
組
織
に
お
い
て
、
前
後
部
二
類

の
領
域
聞
に
わ
た
る
母
音
交
替
を
示
す
語
の
問
の
針
立
を
見
る
な
ら
ば
、

た
と
え
ば
な
お
、
「
で
フ

H
-
こ
(
散
り
散
り
に
〉
に
針
し
て
「
ホ
ろ

H

ニ
」

(
ぱ
ら
ぱ
ら
鳴
る
さ
ま
)
が
あ
り
、
ま
た
「
よ
ヒ
」

(
宵
)
と
「
ユ
プ
」

(
タ
)
が
あ
る
。

「
よ
ヒ
」
は
日
の
暮
れ
切
っ
て
い
ま
だ
中

夜
に
及
ば
ぬ
時
黙
と
時
間
を
指
し
、

「
ユ
ブ
」
は
日
の
暮
れ
が
け
で
あ
る
。

「
よ
ヒ
」
は
ま
た
古
典
に
「
ヨ
ヒ
」
と
し
て
も
あ
ら
わ
れ
る
。
に

わ
か
に
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
右
の
意
義
的
針
立
と
母
一
Z

円
法
(
〈
。

E
一
一
告
さ
る
よ
り
考
え
て
ユ
プ

(
A
)
に
針
す
る

「
よ
ヒ
」

(

B

)

が

E
し
い
形
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
ミ
チ
」

B
E
(
路
・
符
)
と
「
マ
チ
」
自
己
叫

(
小
絡
に
よ
る
田
の
区
劃
)

の
関
係
も
こ
れ
に
あ
た

り
、
手
前
の

「こ

(
H

レ
〉
」
(
此
)
に
針
し
て
は
向
う
の
一寸

カ

(
H

レ
〉
」
〈
彼
)
が
あ
る
。
「
の
ム

H

」
(
飲
)
に
針
し
て
推
古
紀
の

「ナ
H

ム」

(
嘗
)
が
あ
り
、
「
こ
の
H

ム
」
(
好
〉
に
針
し
て
「
カ
ナ
H

ブ
」
(
叶
)
が
あ
る
。
「
イ
H

Y

」
三

t
g
(射
)

の
B
に
劃
す
る

A
の

「
ャ
」
ヨ
(
矢
〉

葉
の
作
歌
に
よ
っ
て
想
像
さ
れ
る

も
A
・
B
の
結
合
軍
位
的
針
立
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
草
な
る
「
日
」
よ
り
も
、
む
し
ろ
押
し
移
る
時
間
や
日
暑
を
意
味
す
る
こ
と
が
寓

(
巻
四
「
長
き
気
を
か
く
の
み
待
て
ば
」
、
「
草
枕
此
の
放
の
気
に
妻
さ
く
べ
し

「
け
」
(
日
)
が

巻
十
三

や
」
等
)
、

た
だ
助
教
詞
と
し
て
「
イ
ク
H

カ
」
(
幾
日
〉
、
「
イ
ツ
H

カ
」
(
五
日
〉
、
「
ブ
ヅ
U

カ
」
(
二
日
〉
、

「
モ
モ

H

カ」

(
百
日
)

の
ゾ
」
シ
」

き
構
成
に
あ
ら
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
「
カ
」

(
日
〉
と
意
義
的
範
時
に
お
い
て
、

B
針

A
と
し
て
針
立
す
る
現
象
も
、
ま
た
同
棟
に
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
「
け
」
と
「
カ
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

母一音
H
C

と

a
が
針
立
す
る
現
象
で
あ
る
。

八
世
紀
に
残
る
母
音
組
織

の
闘
式
に
お
い
て
は
、
二
つ
は
と
も
に
中
心
線
上
に
位
し
て
そ
の
結
合
乃
至
針
立
開
係
に
閲
し
て
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
闘

式
以
前
の
、

よ
り
巌
密
に
前
後
部
の
母
一
音
の
針
立
を
強
調
す
る
前
圃
式
に
お
い
て
は
、

a
は
ま
た
H
C

と
も
針
立
し
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

れ
は
ま
た
「
タ
カ
H

イ
チ
」
↓
「
タ
け
チ
」
(
高
市
)
、
「
ナ
ガ
H

イ
キ
」

/
〆
/

わ
ず
か
に
口
蓋
化
を
経
た
母
音
と
し
て
、

Ha
と
し
て
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

/
/
 

(
嘆
〉
の
推
移
の
関
係
に
よ
っ
て
も
知
る
こ

、，
、ー・

先
述
の
ご
と
く
、

H
C

が
き
わ
め
て
庚
い
エ
列
の
母
一
昔
、

(
長
息
〉
↓
「
ナ
げ
キ
」

上
代
日
本
部
に
お
け
る
母
普
組
織
と
母
音
交
替
(
泉
井
)

一
O
一
三



五

十

周

年

記
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論

集

一
一
リ
一
凶

と
が
で
き
る
。

し
か
る
に
υc
に
は
、

「
け
」

「
カ
」

(

日

)

の
ご
と
く
軽
微
に
も
せ
よ
、
意
義
的
針
立
も
し
く
は
分
化
を
伴
っ
て
あ
ら
わ
れ

る
本
来
的
な
H
h
と、

a
と
i
と
の
熔
A
口
よ
り
な
り
、

a
と
意
義
範
曙
的
針
立
を
本
質
的
に
持
つ
こ
と
な
し
に
あ
ら
わ
れ
た
第
二
次
的
な
り
ら
と
が

あ
っ
た
。
従
っ
て
ま
た
こ
の
リ
ら
は
、
一
音
韻
と
し
て
本
来
B
域
的
な
性
質
に
も
拘
ら
ず
、
十
分
に

A
域
的
母
音
と
輩
位
的
に
結
合
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
従
っ
て
た
と
え
ば
「
サ
け
」
(
酒
)
は
「
サ
カ
」
、
「
タ
け
」
(
竹
〉
は
「
タ
カ
」
と
し
て
も
、
意
義
的
針
立
を
も
た
ら
す
こ
と
な
し
に
あ

ら
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
き
わ
め
て
慶
い
一
じ

(

H

a

)

に
よ
る
こ
の
一
音
節
「
け
」
は
、
第
二
一
音
節
に
お
い
て
意
義
的
針
立
を
よ
ぶ
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
「
ブ
ネ
」
(
舟
〉
↓
「
ブ
ナ
」
、
「
ム
レ
」
(
群
、
村
、
岳
)
↓
「
ム
ラ
」
の
関
係
も
同
様
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
も
に
つ
不
」
お
よ

ぴ
「
レ
」
も
、
本
来
「
ね
」

「
れ
」
と
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
八
世
紀
に
は
そ
の
母
一
音
を
甲
乙
に
区
別
し
て
あ
ら
わ
す
偲
名
の
使

い
わ
け
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
を
遁
じ
て
八
世
紀
に
残
る

日
本
語
の
結
合
草
位
の
構
成
は
、

し
か
.
し

A
B
二
つ
の
領
域
を
貫
い
て
行
わ
れ
た
母
音
交
替
の
現
象
を
通
じ
て
、
な
お
そ
の
前
代
の
組
織
と
圃
式
を
窺
い

(
ま
た
は
、

あ
ら
わ
れ
る
)

一
腹
先
の
組
織
の
園
式
に
従
っ
て
行
な
わ

れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

母
一
音
C

(

H

a

)

・
e
・
i
は
H
O

と
も
に
前
母
一
音
部
(
女
性
母
普
部
)
を
構
成
し
、

母一音

a
は
0

・
u
-
u
1

と
と
も
に
後
母
音
部
(
男
性
母
音
部
)
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
草
位
的
に
後
部
母
一
音
と
結
合
し
、
ま
た
意
義
的
対
立
を
件
う
こ
と
な

く

a
と
交
替
し
得
た
第
二
音
節
の
エ
列
の
母
一
音
は
、
本
来
υρ

ぃ
“
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
ナ
る
」
(
苗
)
↓
「
ナ
A

」
、
同
様
に
「
イ
ヰ
」
(
稲
)

↓
「
イ
ナ
(
H

ヅ
び
)
」
(
米
粒
〉
、
ま
た
「
タ
ア
」
(
楯
)
↓
「
タ
タ

(
H

ナ
ミ
)
」
(
楯
並
)
、
等
(
タ
-
ア
は
立
ッ
、

rt-
一、

の
連
用
形
か
ら
の
形
、

し
か
し
甲
乙
の
匿
別
を
も
っ
ヵ
・
山
・
マ
行
下
二
段
動
詞
の
連
用
に
は
常
に
乙
類
の
傾
名
が
あ
ら
わ
れ
る
)
。

圃
式
の

A
・
B
の
雨
域
、
お
よ
び
更
に
古
く
存
在
し
て
こ
の
圃
式
の
起
源
と
な
っ
た
前
代
の
圃
式
に
お
け
る
後
部
・
前
部
の
母
音
の
二
つ
の

領
域
を
遁
貫
し
つ
つ
、
意
義
的
範
鴫
の
移
行
を
伴
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
母
音
交
替
を
、

A
内
お
よ
び
B
内

の

交

替

|

あ

U

/

¥

 

「
遁
一
音
」
の
現
象
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

F 



以
上
の

A
B
問
を
貫
く
母
音
交
替
に
針
し
て
、

A
お
よ
び

B
域
の
そ
れ
ぞ
れ
内
部
に
お
け
る
交
替
に
は
、

原
，
則
と
し
て
、

意
義
的
範
幡
の
封

ヂ
F
4

号
、
戸
i
h

、
コ

」
斗
カ

+
J
T
U

こ
の
交
替
を
な
は
、

さ
き
の
遁
一
耳
目
に
針
し
て
、

「
迭
一
晋
」
と
名
づ
け
る
。

「
ム
-
フ

(
H
グ
モ
)
」
へ
叢
雲
)

と
「
モ
ラ

(
H
グ
モ
)
」

の
「
ム
ラ
」
・
「
モ
ラ
」
は
と
も
に

A
域
の
構
成
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
こ
に
は
文
開
論

的
な
債
位
以
外
に
意
義
的
調
立
は
な
い
ロ

同
じ
よ
う
に
、

「
カ
プ

(
H

ツ
チ
〉
」

(
頭
槌
)
と
「
ク
プ

〈
H

ツ
チ
)
」
、

「
ヵ
み
」
〈
紳
〉

と
「
カ
ム

(
H

カ
ゼ
)
」
(
神
風
〉
、

「
ウ
ヅ
ヅ
」
(
現
)
と
「
ヲ
ツ
ツ
」
、

「
ナ
ナ

(
H

ヨ
〉
」
(
七
夜
〉

と
「
ナ
ヌ

(
H

カ
)
」
(
七
日
)
、

が
あ
る
。

ま
た
「
ぴ
リ

ヲ
」
(
謡
、
っ
)

に
針
す
る

「
ハ
リ
グ
」
(
剥
ぐ
)
も
、

A
域
内
の
愛
替
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

語
末
一
耳
目
節
「
グ
」

に
よ
る
形
を
こ
こ
に

あ
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「タ
H

プ
」
(
食
)

に
針
し
て
古
語
に
「
タ
H

グ
」
(
食
ぐ
)
の
形
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
「
ヲ
ノ
ノ
リ
ク
」

と
「
ワ
ナ
ナ

H

F
」
(
傑
)

と
の
問
も
た
だ
文
樫
論
的
な
差
異
で
あ
っ
て
、

意
義
的
範
鴫
に
差
異
は
な
く
、

「
ッ
ナ
」
・
「
ッ
ノ
」
・
「
ツ
ヌ
」

(綱、

〔
持
〕
綱
)
は
同
一
で
あ
り
、

「
ッ
き
」
(
月
〉

と
「
ッ
ク

(
H
よ
ミ
〉
」
(
月
〔
讃
〕
)
、

「
H

ド
チ
」
よ
。
民
〈
凄
)
と

「
タ
チ
」
伊
丹
ω己
も
健
り
が

な
い
。
「
ア
サ
」
(
朝
〉

と
「
ア
ス
」

(
明
日
)
も
こ
こ
に
入
れ
て
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
意
義
論
的
に
ド
イ
ツ
語
目
。
品
，

g
に
劃
す
る
英
語

S
0
5
2
8当
な
ど
を
考
え
合
わ
す
こ
と
が
で
き
る
o

2
2
m
g
と

f
E
2
3
4
は
同
根
の
語
で
あ
る
。

「
夜
が
明
け
れ
ば
、

朝
に
な
れ
ば
」
は
、

た
だ
ち
に
明
日
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
種
の
現
象
を
一
不
す
言
語
は
多
い
。

B
域、

ま
た
は
、

前
代
の
母
音
組
織
に
お
け
る
前
部
母
音
の
領
域

(
「
前
B
域
」
)

中
に
行
わ
れ
た
交
梓
に
つ
い
て
は
、

寓
葉
に
も
見
え
る

「
黄
シ
ム
」

(
黄
色
に
染
め
る
)
の

「
シ
ム
」

(
染
)

と
「
そ
ム
」

〈染、

各
二
十

セ
ナ

「
色
深
く
宍
が
衣
は
曾
米
ま
し
も
の
を
」
)
が
あ
り
、

ーっ
と

キ
」
(
時
)
、

「
と
キ
H

A

」
(
常
盤
)
と
「
と
こ
」
(
常
)
、

「
と
こ
H

よ
」
(
常
世
)

と
の
閥
係
も

B
域
ま
た
は
前
日
域
内
に
お
け
る
母
一
背
の
移
行

も
し
く
は
交
替
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

「
-
こ
(
荷
)
と
「
の

(
H
と
ソ
〉
」
(
荷
持
ち
〉
、

「(ミ
H
〉

キ
」
(
御
酒
)
と
「
(
サ
H
)

け
L 

(
酒
)
も
!司

様
に
し
て
意
義
的
な
差
異
が
な
い
。

「ヶ
H

ブ
」
ま
た
は
「
け
H

プ
」
(
今
日
)
は
名
詞
「
プ
」
(
日
〉

を
含
む
合
成
語
で
あ
る
。

こ
の

「
ヶ
」

ま
た
は
「
け
」
は
「
こ
H

の
」
・
「
こ
H

レ」

の

「
こ
」
と
同
域
に
属
し
て
、

と
も
に

「
此
の
」
・
「
今
」
を
意
味
し
、

事
賞
、

古
事
記
お
よ
び
紀

上
代
日
本
持
に
お
け
る
母
普
組
織
と
母
脅
交
替
(
泉
井
)

一ハ-一五
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周
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記

念

論

集

一
O
一
六

の
允
恭
記
に
あ
ら
わ
れ
る
「
こ
H

ぞ
」

(
安
保
)
は
「
今
夜
」
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
o

一寸

け

サ
しー

(
今
朝
〉
も
ま
た
こ
れ
に
入
れ
て

考
え
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

一
方
、
「
こ
H

ぞ
」
は
寓
葉
に
「
去
年
」

の
意
義
を
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。

こ
の

「
こ
」
は
「
キ
H

の
H

プ
」
(
昨

目
、ーノ

。コ

「
キ
」
、

「キ
H

り
て
」

(
昨
日
)
の

「
キ
」
と
迭
一
音
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
こ
に
、

「
こ
」

l
l
「
け
」
・
「
ヶ
」

の
一
類
(
「
今
」
)
と

一「

L一

一「

キ
Lー

の
一
類
(
「
昨
」
)
と
が
、
と
も
に
同
じ
B
域
ま
た
は
「
前
B
域
」
中
に
お
い
て
意
義
的
範
鴎
を
異
に
し
て
あ
ら
わ
れ
る
よ

う
に
見
え
る
。
し
か
し
後
者
の

「
影
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
あ
っ
て
、
動
詞
「
グ
」
に
は
今
日
の
意
義
で
の

と
は
、
紀
巻
八
、
仲
哀
紀
に
「
仲
彫
駅
対
(
勝
中
古
「
毛
天
久
雷
」
〉
白
鳥
J
L

の
用
法
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
o

前
葉
倉
一

宇

az
と

「
倭
に
は
鳴
き
て
か
来
ら
む
」
の

「
こ
」

1
1
l
「
キ
」
は
、
す
で
に
「
甲
こ
と
「
キ
」

の
交
替
に
よ
っ
て
想
像
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、

本
来
、
動
詞

「
来
る
」

の
ほ
か
に
、

「
往
く
」
・
「
去
る
」

の
意
義
が
あ
っ
た
こ

「
来
ら
む
」
も
、

こ
の
歌
の
詠
ま
れ
た
位
置
(
吉
野
)
と
「
倭
」

(
大
和
朝
の
み
や
こ
〉
と
の
地
理
的
関
係

を
考
え
る
な
ら
ば
、

や
は
り
「
去
る
」
・
「
行
く
」
の
意
義
を
も
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
「
こ
」

l
l
E」
の

「
こ
」
は
「
来
」

(
去
〉

で
あ
り
、

「
こ
」
|
|
|
「
ケ
」
・
「
け
」

。〉

「
こ
」
は
「
此
」
で
あ
る
。
併
せ
て
「
こ
・
ヶ
・
け
」
は
「
此
」

の
法
一
耳
目
で
あ
り
、

「
こ
・

キ
」
は
「
来
」
を
め
ぐ
る
迭
一
音
で
あ
る
。

二
つ
の
類
は
そ
れ
ぞ
れ
別
語
で
あ
っ
て
、

同
域
内
の
迭
一
音
に
よ
る
意
義
の
範
同
情
的
分
化
に
よ
る
結
果

の
形
で
は
な
か
っ
た
。

B
域
ま
た
は
前
B
域
に
鹿
す
る
語
に
は
ま
た
「
け
」
(
毛
)
が
あ
る
。

こ
の
需
は
ま
た
「
カ
」
、

あ
る
い
は
「
H

カ
」
と
し
て
、

A
n
成
一
指
「
ジ

-
ブ
H

ガ
」
(
白
髪
)
に
あ
ら
わ
れ
る
。
「
け
」
|
|
|
「
カ
」
は

B

・
A
雨
域
に
わ
た
る
母
音
交
替
で
あ
っ
て
、

一
見
、
意
義
的
範
略
の
材
料
移
を
作

な
う
遁
一
音
現
象
の
ご
と
く
に
み
え
る
o

し
か
し
「
け
」
と
「
カ
」
の
聞
に
は
意
義
的
分
化
も
し
く
は
轄
移
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
二

つ
は
た
だ
「
サ
H

け
」
(
酒
)
と
「
サ
H

カ
」
、
「
タ
け
」
(
竹
)
と
「
タ
カ
」
の
閥
係
に
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

こ
れ
に
よ
っ
て
も
一
般
に
乙
類
の
母

一
耳
目
ど
が

a
に
近
い
廉
母
音
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
せ
ら
れ
、
併
せ
て
、
前
代
に
お
け
る
母
一
音
調
和
の
現
象
は
、

そ
の
一
要
素
が
符
岐
に
結
合
し
い
て

の
ま
ま
同
定
し
て
残
さ
れ
た
人
口
成
語
に
お
い
て
、
第
二
要
素
の
名
詞
に
ま
で
管
到
し
て
俸
え
ら
れ
た
こ
と
が
想
像
せ
ら
れ
る
。

一
方
、
上
代
の



i
市

1
i
l
l
-
t
i

下
二
段
活
用
に
連
用
形
の
母
一
音
uc
が、

起
源
的
に
、

語
幹
末
尾
母
一
音

a
に
、
す
べ
て
の
動
詞
に
大
概
一
般
的
な
連
用
形
の
母
音

i
が
添
え
ら
れ

て
成
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
「
タ
カ

H

」
(
竹
)

に
針
す
る
「
タ
け
」
、
「
H

カ
」
〈
毛
・
髪
)
に
針
す
る
「
け
」
も
、
そ
れ
ぞ
れ
原
形
ザ
に
別
の

i
が

f
f
'
 

「
若
子
イ
」
に
見
え
る
「
イ
」
と
ひ
と
し
く
、
も
と
は
指
示
詞
で
あ
っ

添
え
ら
れ
て
成
っ
た
も
の
か
と
想
像
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の

N
は、

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
(
泉
井
、
「
言
語
構
治
論
、
東
京
・
大
阪
二
九
四
七
、
九
九
l
一
O
O頁)、

「
イ
」
は
後
置
定
冠
詞
的
に
は
た
ら
い
て
、
先
行

す
る
名
詞
を
獅
立
的
に
固
定
せ
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
後
四
阻
冠
詞
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
デ
ン
マ
ー
ク
語
、

ス
ェ

1
Jア
y
詩
等
の

北
欧
語
、
ま
た
Y
1
?
一
一
ア
盟
問
に
あ
ら
わ
れ
、

?
ラ
イ
H

ポ
リ
メ
ヰ
シ
ア
諸
語
に
お
い
て
は
セ
レ
ぺ
ユ
の
マ
カ
ッ
サ
Y
語
、

ス
マ
ト
-
フ
の
ガ
ヨ
器
開

に
あ
ら
わ
れ
る
(
泉
井
、
「
マ
ラ
イ
H
ポ
リ
ネ
シ
ア
諸
語
」

〔
計
県
言
語
概
説
、
東
京
、
一
九
五
問
〕
一

O
六

O
頁
)
。
古
事
記
中
谷
(
神
武
)
、

長
歌
に
見
ら
れ
る
「
ォ

ひ
シ
」

(
大
石
〉

の
ご
と
き
諮
は
、
犬
野
普
に
よ
れ
ば
、
も
と
よ
忌
ム
ω~

で
あ
り
、

つ
い
で
か
3.巴
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
を
も
し

正
し
い
と
す
れ
ば
、
ー
に
は
ま
た
結
合
引
よ
り
来
た
も
の
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、

「
木
」
を
意
味
す
る
「
き
」

日
仏
也
u

、
「
こ
"
の
H

マ」

木

の
間
)
・

「
こ
日
の

H

エ
」
(
木
の
枝
)

の
ご
と
く
た
だ
合
成
語
の
第
一
要
素
と
し
て
残
る
「
こ
」

}
内
ん
い
を
原
形
と
し
て
、
こ
れ
を
i
に
よ
っ
て

定
置
し
た
形
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
「
こ
H

」
(
木
)
は
ま
た

7
け
」
と
同
域
的
の
交
替
を
な
し
(
「
仲
和
」
・
~
民
木
ば
し
ら
」
〉
、

T

んー来、

B
域
ま
た
は
前

B
域
の
構
成
に
麗
す
る
詩
で
あ
る
。

並
行
的
に
、
「
ひ
」
〈
火
)
も
ま
た
、

も
と
は
お
そ
ら
く
乙
類
の
一
背
筋
に
腐
し
て
た
だ
合
成

の
第
一
要
素
と
し
て
残
る
「
ホ
」
(
前
述
の
「
ホ

H

の
H

ホ」

の
ホ
〉
を
原
形
と
す
る
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、

「
サ
H

け
」

(酒〉

の

「
H

け
」
は
、
す
で
に
「
H

け
」
と
し
て
一
臆
同
定
し
て
か
ら
、
第
二
次
的
に
改
め
て
「
ミ
H

キ
」
(
御
澗
)

の

「
キ
」
と
同
域
的
に
迭
一
音
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
サ
H

け
」

の

「
サ
」
は
「
サ
H

み
」

(
さ
身
〉
、

「
サ
H

エ
グ
」

(
さ
枝
〉
、

「
サ
H

ご
ろ

も
」
(
さ
衣
)
、
「
サ
H

ヲ
シ
カ
」
(
さ
牡
鹿
)
の

「
サ
」
で
あ
る
。

さ
き
に
私
は
、
後
部
母
音
の
一
音
節
に
つ
づ
き
、

こ
れ
と
車
位
的
に
結
合
す
る
一
音
節
の
エ
列
の
母
一
音
が
、

も
し

a
と
交
衿
し
う
る
な
ら
ば
、

りて

の
一
背
節
を
あ
ら
わ
す
仮
名
に
甲
乙
の
匝
別
が
有
る
と
無
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
母
音
は
元
来
日
C

で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
賞
味

上
代
日
本
語
に
お
け
る
母
音
組
柵
と
品
川
普
交
替
(
泉
井
)

一一トい今一七
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記

念

論

集

一
O
一
八

の
こ
と
を
い
っ
た
。
し
か
し
「
?
め
」
〈
一
旦
)
・
「
ヵ
め
」
(
亀
)
・
「
ア
カ
め
」
(
魚
名
)
・
「
ク
チ
め
」
(
魚
名
)
・
「
ス
ズ
め
」
〈
雀
〉
等
は
、
そ
の
「
H

め
」
が
「
H
?
」
と
な
る
こ
と
が
な
い
の
そ
れ
は
、

「
H
め
」
が
愛
稀
ま
た
は
皮
栴
の
古
い
使
尾
僻
で
あ
っ
て
、

先
行
要
素
と
単
位
的
に
結
合

す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
円
「
こ
め
」
(
米
)
も
「
こ
マ
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
「
イ
ナ
日
ツ
ぴ
」
(
米
材
、
偽
名
抄
)

の
形
は
あ
っ
て
も
、
「
こ
め
」
に
つ
い
て
は
た
だ
「
こ
め
H
ヅ
ぴ
」
(
米
村
)
だ
け
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
「
こ
め
」

の

「
め
」
は
有
の

「
日
め
」

と
ひ
と
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
で
こ
(
現
)
は

A
・
B
の
中
心
線
上
の
・
ー
に
よ
り
、
「
前
B
域
」
的
に
は
前
部
母
一
耳
目
の
領
域
に
属
す
べ
き
一
音
節
に
よ
る
語
の
よ
う
に
見

え
る
。

し
か
し
、
後
部
母
一
耳
目
的
な
「
ッ
き
」
(
月
〉
・
「
ヵ
み
」
(
神
〉

の

「
H
き
」
・
「
H
み
」
が
そ
れ
ぞ
れ
「
(
ツ
)
グ
リ

L

・
「
(
カ
)

ム
日
」
と

し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
に
並
行
し
て
、
「
子
」
は
「
ヌ
日
ナ
と
」
(
現
の
一
音
)

の
-
ご
と
く
「
ヌ
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
見
れ
ば
、

こ
の

「
こ
」

江〉

母
音
は
む
し
ろ

A
域
の
“
ー
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

四

前
代
の
母
一
音
組
織

さ
て
先
述
の
よ
う
に
、

乙
類
の
母
一
音
H
O

を
ふ
く
む
一
音
節
と
車
位
的
に
結
合
す
る
一
音
節
の
ォ
列
母
音
は
、
常
に
乙
類
で
あ
っ
た
。

守
・
ホ
・
ヲ

の
ご
と
く
、

八
世
紀
に
お
い
て
甲
乙
の
匿
別
を
俣
名
の
上
に
あ
ら
わ
す
こ
と
が
す
で
に
出
来
な
か
っ
た
一
背
筋
の
ォ
列
母
音
も
、

こ
こ
で
は
少
く

と
も
前
代
に
お
い
て
、

乙
類
の
H
O

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
「
ヲ
そ
」
(
料
率
)
は
よ
ω
か
で
あ
り
、
「
ホ
そ
」
(
細
)
は
本
民
8
で
あ

(
釧
)
、
「
ム
シ
ろ
」
(
席
)

っ
た
0
8
は

o
と
輩
位
的
に
結
合
し
な
か
っ
た
の
み
で
は
な
い
。
す
ぐ
れ
て
後
母
一
耳
目
的
な

u
と
も
ま
た
結
合
は
ま
れ
で
あ
っ
て
、
「
ク
シ
ろ
」

八
世
紀
に
残
存
し
え
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
成
立
の
事
情
は

の
v
?と
き
」
、

-
ー
を
中
性
と
し
て

u
l一
り
に
よ
る
結
合
は
、

お
の
ず
か
ら
別
に
二
様
の
分
析
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
得
る
こ
と
も
す
で
に
述
べ
た
。
事
賞
こ
の
よ
う
に
ら
と

u
の
結
合
は
残
存
す
る
も
の
も
き

わ
め
て
乏
し
く
、
「
と
プ
サ
」
(
采
、
ま
た
は
鎗
〉

の
ご
と
き
語
も
、

一
方
に
「
と
H
プ
サ
」

(
鳥
線
〉
と
分
析
し
て
合
成
語
的
に
読
明
せ
ら
れ



'. 

t( 

て
い
る
ほ
ど
で
あ
る

(
高
葉
巻
一
一
一
の
一
一
一
九
一
歌
)

0

し
か
し
こ
の
詩
の
意
義
の
考
耗
は
山
田
孝
雄
「
寓
葉
集
講
義
」
三
の
六
七
一
l
l
六
七
七
頁
を
参
照

せ
ら
れ
た
い
O
I
l
l
な
お
「
ヤ
ジ
ろ
」
(
社
)
も
「
ヤ
H

ジ
ろ
」
(
屋
代
)
等
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、

石
川
龍
麿
は
右
の

「
ヲ
り
て
」
(
オ
ボ
H

ヲりて
N

ど
り
〉
を
、

お
そ
ら
く
は
誤
っ
て
、

「
ゥ
そ
」
(
城
一
百
)
と
し
て
か
か
げ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
も
し
仮
に
こ
れ
を
「
ウ
そ
」
と
す
れ
ば
そ
の

寸
カ
ノ
一

一

ν
し

の
一
昔
は
果
し
て
u
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

「
ヲ
そ
」
も
よ
忠
と
考
え
ら

れ
る
。

。
よ
り
も
む
し
ろ
す
ぐ
れ
て
後
母
音
的
な
u
が
た
だ
ち
に
前
母
品
目
的
な
H
O

と
結
合
す
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
考
え
が
た
い
。

「
ク
り
て
」

l土

母
音
調
和
の
現
象
が
は
た
ら
き
と
し
て
は
す
で
に
停
止
し
、

り
て
の
府
、
跡
と
し
て
記
憶
的
回
定
的
に
た
だ
書
潟
勝
.
系
に
お
い
て
維
持
せ
ら
れ

た
八
世
紀
の
母
一
音
法
に
お
い
て
は
戎
い
は
存
立
し
え
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
成
立
し
、
そ
の
成
立
に
調
和
の
現
象
が
は
た
ら
い
て
い
た
前

八
世
紀
に
お
い
て
さ
え
も
っ
と
も

A
域
的
で
あ
っ
た
u
と
が
、

代
に
お
い
て
は
、

八
世
紀
に
お
い
て
さ
え
最
も
す
ぐ
れ
て

B
域
的
な
い
O

と、

た

だ
ち
に
草
位
的
に
結
合
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
む
し
こ
の
「
ウ
そ
」
が
前
代
に
成
立
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
|
|
そ
し
て
そ
の
日
υ
は
動
か
し

が
た
い
と
す
れ
ば
ー
ー
そ
の
形
は
、

曾
て
、
牢
ん
ぽ
ん
い

の
ご
と
く
、

u
は
む
し
ろ
前
母
音
的
な
H
U

で
あ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
き
に
「
こ
H

ヌ
レ
」

〈
木
末
)
が
「
木
u
の
自
ク
レ
」
か
ら
な
る
語
で
あ
っ
て
、

そ
の
全
刷
聞
が
合
成
語
な
が
ら
一
つ
の
会
制
限
と
し
て
車
位
的
に
か
た
く
結
人
日

し
て
い
た
と
す
れ
ば
、

そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
「
ヌ
」
は
、
戎
い
は
牢
t

ロ
ヂ
で
あ
っ
た
か
と
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
「
こ
ヌ
ミ
」
(
地

名

の
「
ヌ
」
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
紀
の
推
古
紀
に
は
人
名
「
久
借
」
が
あ
ら
わ
れ
る
。
も
し
こ
の
偲
名
が
正
し
い
と
す
れ

lま

こ
の
人
名
は
「
グ
リ
て
」
で
あ
り
、
そ
の

「

H

そ
」

が
動
か
し
が
た
い
と
す
れ
ば
、

「
ク
」
は
や
は
り
ホ
rc
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

一
方
、
「
尿
」

の
意
義
を
も
っ
て
紳
代
紀
に
は
「
倶
蘇
」

の
誼
聞
が
あ
ら
わ
れ
る
。
「
倶
蘇
」
は
「
ク
ソ
」
で
あ
る
。

二
つ
の
一
背
節
は

と
も
に
後
部
母
音
で
あ
り

A
域
の
母
音
を
ふ
く
み
、

こ
の
輩
伎
の
結
合
関
係
に
疑
問
は
な
い
。
し
か
し
偽
名
抄
各
二
に
は
「
久
曾
」
と
し
て
あ

ら
わ
れ
る
。

こ
れ
は
、

八
世
紀
的
な
仮
名
遣
い
に
従
え
ば
、

「
グ
リ
て
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

一
鰐
に
ア
行
ャ
行
の
エ
列
一
羽
田
の
混
同
を
除
け

ば
正
憾
と
い
わ
れ
る
偽
名
抄
の
著
者
に
弘
一
、

こ
の
黙
に
閲
し
て
古
一
背
の
記
憶
に
誤
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
や
戎
い
は
別
に
停
え
ら
れ
た
営
時

上
代
日
本
討
に
お
げ
ゐ
母

J

廿
純
扶
と
母
音
交
替
(
内
赤
井
)

一
心
一
九
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五

十

周

年

記

念

論

集

一O

ニ。

り
て
の
形
は
、

正
般
に
は
解
尻
町
ん
い

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

の
一
九
日
を
み
ず
か
ら
寓
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
仰
は
に
「
ク
そ
」
も
五
し
い
と
す
れ
ば
、

に
関
係
す
る
詩
と
せ
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
意
義
類
の
範

の
み
な
ら
ず
「
ク
ソ
」
(
「
ク
そ
」
)
は
、
上
代
に
も
あ
ら
わ
れ
る
「
グ
サ
」
(
腐
・
臭
)

ポd 申ど(詰〉賢母音

が
本
来
正
し
く
、

B
域
的
な
点
口
忠

1< .: 
1 

-eヨ

一
非
同
一
一
府
的
母Ft

A

L

 

割
A

闘

民

的

後

略
的
針
立
上
、

A
域
ま
た
は
「
前
A
域
」
的
な
「
グ
サ
」
に
劃
し
て
、

本医一
ω
ん
い
で
あ

本
O 

*u 

固
定
的
に
八
世
紀
に
の
こ
さ
れ
た

「
グ
ソ
」

の
原
形
は
も
と
、
「
グ
'
そ
」
で
あ
り
、

ひ
い
て
、

*一ι 

凶非
開

孫
悟

的的

前部母音
B 

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
シ
ヌ

H

プ
」
(
忍
)
は
J
一
ロ
ヂ
か

J
が
E
'
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

申i

そ
の
成
立
の
基
盤
と
な
っ
た
母
音
組
織
を
考
え
つ
つ
、

右

kti 

牢tI

以
上
す
べ
て
の
母
音
交
替
的
事
寅
を
綜
合
し
、八

世
紀
に
残
る
も
の
よ
り
更
に
以
前
の
、

「
前
代
の
母
音
組
織
」

母
一
音
組
織
に
近
づ
く
も
の
の
あ
る
の
を
一
不
す
の
は
事
寅
で
あ
る
。

前
代
的
な
、

劃
す
る
系
譜
閥
係
を
暗
示
す
る
も
の
の

っ
と
せ
ら
る
べ
き
か
否
か
は
、

挟母

の
H
U

に
閲
す
る
事
情
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

上
の
ご
と
く
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

rll院母哲・

re 
u 

tま

ア
山
川
タ
イ
諸
請
に
お
け
る
力
い
、

母
音
の
交
枝
川
聞
係
を
遁
じ
て
再
構
せ
ら
れ
た
こ
の
母
音
組
織
が
、
会
開
と
し
て
、
グ
ラ

Y
諸
語
、
お
よ
び
、
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こ
れ
は
絶
版
で
未
尾
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
そ
の
行
論
と
結
論
と
の
大
関
は
想
仰
す
る
こ
と
が
で
き
る
)
。

日
本
一
語
の
こ
れ
ら
の
言
語
に

し
か
し
こ
の
事
賓
が
、

直
ち
に
、

な
お
将
来
の
問
題
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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